
道

「 集団のもつ相互作用が,ひ とりひとりの学習意欲や積極性を養い,倉J造力や

思考力を高めながら学力を向上させ,併せて生徒相互の人間関係を深め,協議性

ゃ社会性を伸ばす」という仮説のもとにバズ学習にとりくみはじめて, もう十年

になります。

当初は生徒の学習意欲が低く,教師がいくら熱心に指導しても学習効果があが

らず,生徒相互に暖かし詢心の結びつきがなく,競走的・排他的な状況が続いてお

りました。この状況から脱皮するためには,ひ とりの教師ではどうにもなりませ

ん。どうしてもすべての教師が学校ぐるみでとりくまねば効果はあがりません。

しかも毎年 4月の大幅な教員異動のため,いつもゼロからの出発を余儀なくされ

ます。このような難しい状況で十年間続けてこられたのは,教育のもつさまざま

な局面の統合化をめざすバズ学習理論があったからだと思います。また,その実

践的な理論追求を軸にしながら,授業の場面で派生するじつにさまざまな問題に

とりくむための試行錯誤そのものが,研究体制を支えてきたと言えます。

以来,中だるみの時期もありましたが,課題 .授業構造 .態度目標等々の研究

をすすめるうちに,「 評価」の問題につきあたりました。授業の過程で生徒自身

が「 なにがわかってなにがわからないか」を確め,みずから解決しようとする態

度を養成することと,教師は「 なにをどのように教え,ど うおさえるか」という

ことの大事さ,つまり自己評価 0即時評価の意義と方法にとりくむことになった

のであります。当然のことを意識イヒしたにすぎないのでしょう力畿 これにとりく

みはじめてから,職員室のあらこちで授業計画や実践上の問題が話し合われたり,

授業後も遅くまで議論され,活気のある雰囲気がとくに目立ってまいりました。

わたしたちの歩みは,いま,また新しく第一歩を踏みだしたところといえます。

今回のバズ学習研究集会が本校で開催されるのを機会として,評価活動を授業

過程にくみいれることの試みを,実際の授業を通して発表したいと思います。そ

れぞれの部会において,厳しいご批半J, ご指導をいただき,今後の実践研究に生

かしたいと期待しております。

昭和 50年 H月 10日

学校長 梶 田 稲 司

しヽ鸞込
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鶉 会 行 事  91◎ ①～9:4◎

1。 挨     拶    春 日井市立東部中学校長   梶  田  稲  司

講師紹介

2.祝     辞

4。 授業の視点説明.:_ 春日井薫立東部中学校教務主任 |:右  高 徳i:三大|

}i:「 :

5。 日 程 説 明    春目井市立東部中学校教頭  小  山 克  己

二 4-



本絞鐘褥鞣咤爾甕り方向と授業の観点

l. :ま しめに

個Ell化 か集国化かが論じられているが,生徒が自主的 e意欲的に学習に参加 し,活動 したり,ひ
とりひとりが静かに考えたり,集爾思考がそれぞれの場面で効果的に行なわれるためには,学習形
態を多様化し,そ の最適化をはかることが必要である。そのためには,パズ学習の方法が最適であ
ると考えている。

2。 課題 と評価

バズ学習に限らず,一時F85の授業の流れの中での課題と評価まよ一体のものであり,そ のよし悪じ
は,授業のよし悪しを左右する大切なものである。したがって, じゅぅぶんな教材研究によって,

日標に至J達するための適切な課題の設定と,評価を考えなければならない。

また,認知と態度の両輪で学力を高め,人間関係を育てる学習の評価を考える場合,学習内容の

深まりとともに,それを喜んで学んだか,友達と協力 して学んだかを同時に考える基盤のうえに成

りたたなければならない。だから,みんなで高め合 う学習,あ るいは,見方・考え方と人FEl関 係を

同時に育てようとする学習では,評価は結果のみでなく,学習過程,学習のしかたが点検されなく

てはならなぃ。学習がひとりひとりの変容の経過であるとするならば,結論に至るまでの道のりで

のようすを即時評価 (自 己評価・相互評価)し なければならない。そこでつぎのようなサイクルを

考えた。 課題
―

とりくみ――→ 評価 一二→ 次の目標
↑         |
フィードバック(課題修正・補足・修正)

5.基本的な授業の組み立て

過

程

備準 ′か中 認確

課題→まず自分で→話 し合 う→評価 課題→まず自分で→話 し合 う→評価 課曜い瀑姜議分で→話し合う一時間の評価

活

動

と

内

容

10目 帯の
号
体化。

10ゆ あての確認。

,学習計画。

(わかること,わ

からないことの確

認 )

共通課題の設定。

学習を見通す。

学習のll■序の検

討。

弁証法的思考の具体化 .作業化。

(比較 。反対 .賛同 .そ の他 )

評価活動。

つまずきの克服。

学習のたしかめ。

鷺L露蓄釜雪拗
菫琴

0‐
1逼

蔦

フィードバック

練習と応用。

短学活 .家庭学習へ。

次の学習への見通しをたてる。

資

料

評

価

言曇i)ilT° 1誇櫂|

プリテスト。

自己評価。

観  察。

・ 記憶の持続,定着を高める提示。

O行動,考え方の範例提示.

・ 共同思考を助ける提示。

・ 相互評価。

(OHP.評価表 。ノート.反応器 .

巡視 。その他D

ノート。

学習プリント。

観 察

ポTス トテスト。(定着度 。変容 )

竃嘗震基.墨度
|

4.授業 の観点

・ 各過程における課題は適切か。

・各課題に対する評価はくふうされ,適切におこなわれているか。

・ 課題に対する生徒のとりくみはどうか。

・ 目標は達成されたか。

-5-



絞 舎 平 爾:図

④ ……・。…… 一般公開授業

国 。1・ ………・特設公開授業

(第 1分科会)・
¨テーマ別分科会

(授 。研 )… 特設の授業研究

暖 。開  綬 。開

(体 育館 )

開 会 行 事 会 場

園 1の 9。 10体

④
:3:::|ス }体
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F

４

国
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⑥
圏

６
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（
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国
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一般公開授業指導簑  爾次

≪ 国 需 科 ≫

1の 1

1の な

量の 魃

置の 4

悪の 踵

≪社 会 科 ≫

1の 儀

2の 1

2の 3

Sの 3

≪饉 学 鏃 ≫

1の 2

2の 3

1の L

饂¢ 4

≪憑  麒 ≫

1の 4

1の「

置の 嚢

3の 量

轟の や

松 本 美智代 。……・

水 野 郁 子 … …

岡 村 英 勝 ・・。…

神 戸 豊 子 … 000

宮 崎 和 恵 … …

阿 部 吉 ― ・・・…

小 林 崇 男 … …

川 村 辰 子 … …

沢 村 保 雄 … …

加 納 弘 雅 …・・。

細 江 幸 右 ― … 16

丹 羽 一 男 … … 20

加 藤 憲 夫 … … 22

奥 国 政 吉 …・・e24

長谷∫|1 俊 彦 。990・ 。 餞6

今 泉   仁 癒・…4・ 鐵轟

中 条 聡 子 … … 鋏

加 藤 孝 史 … … た魃

鸞 管 曇 科 ≫

2の 6   長谷′|| たつみ 。・・…・ 448

11

lZ

14

15

≪ 美 術 科 ≫

1の S  奥 村 浩 康 …… 。

≪保甕体欝科≫

2の 703(男 )佐 善 康 郎 。……・

2の 708(女)力目 藤 洋 子 … …

鸞技 術 家 庭 科 ≫

3の 7・ 8(男 )石 原   憲 。……。

Sの 703(女)戸 田 ゃす子 。C・ 。00

≪ 英 語 科 ≫

1の 3  渡 辺   浩 ……・

1の 10   古 村 真佐子 。・。・・・

2の 19 堀 場 1正 美 … …

3の C   奥 村 富美子 00。 ・・。

《千瑶孝4ぞ絡》
lケ   づ多f巧

壇餞

4白

轟◎

褥卜

は4

16

饂孟

痺輪

躁炒

34

36

38

40

42

語

会

学

科

楽

国

社

数

理

音

特蜃鰺陶授蕪鐘韓甕

3の 1大 脇 希 文 …・・・66.美 術

"の
3尾 羹 轟 彦 ― 。・。S躙 :保 8体

1の い 永 野   進 。・・・ceTO l技 曾家

Iの 6影 錢 雅 乙 … ― T2[英 語

量鍮哩 平 井 豊 秋 ・…・0074 :特殊学級

財襄

Zの 名 林   鍍 %。 い,・・・7屹

1の 9゛ 19魔ヽ 轟 好 治 … … T郎

1の な・鱒 躍 ∫‡‡正 子 ― ― 愧

量のI ∫ll爾 圏 療露ψ・。… 颯

渡 辺 俊 二 ― ― 14
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第 1学 年 1組 国 語 科学 習 指導案

昭和50年 11月 28日 (鋤  第2時限

指導 者  松  本  美 智 代

L ttЪ

老 理機

柿山伏 (狂言 )

2.学 習 計 画 (4時間完了 )

第1時「柿山伏」のあらすじをとらえさせる。

第2時 登場人物の人柄を考えさせる。(本時)

第 3時 表現の特色をとらえさせ,古語になれさせる。

第4時 狂言の演出・歴史等について知 らせ,や さしい古語を紹介する。

3.本時の 目標  (1)登場人物の人柄をとらえさせる。

(2)進んで話し合いに参加する態度を身につけさせる。

4.準    備  朗読謝 表・カセット

授業の視点
(1)指導の調整・学習の調整としての評価活動が見 られるか。

(2)個人思考と集団思考のけじめがはっきりしているか。

(3)古典学習に意欲を持って学習しているか。

ME鵬

-8-



5.学 習 過 程

○ 朗読「実因僧都の強力J

O 朗読の評価表によって相互評価する。

○ 本時の目標を知る。

指 導 上 の留 意 点 .評 価

◎ 観点

`こ

をった評価が,な されてい る

か。 (机聞巡視 )

動活習学

③

ｌ
ｌ

登場人物の人柄をつかむ方法を考えなさい。

0 登場人物の人柄を読みとる方法について

話し合う。

自分の考え → 話し合い → 発表  ⑤

0 人柄のでていることばに印をつけなが ら

黙読する。

・  行動・態度 。ことばづかぃに注意

O 山伏 と百姓は, それぞれ, どうい う人柄

か,話し合 う。

O 山伏……強力があるといいなが ら無力z

暮:量純,~轟忌碁Ll・ま鬼|;丁?
百姓…・・頭の回転が早 く,機知にとん

だしつかり者。
0 自分の考え → 話し合い → 発表

o 対人法で2人の人柄について

騒

明し合 う。

o教 科書P208.209を 各班で役割を決め,

どのように朗読したらいいかを考えて,練
習する。

0班 ごとに発表する。

o 次時の予告を聞 く。

0 自分の考えをもつてから,話し合 うよう

にさせる。

・  「実因憎都の強力」などで学習した方法

を想起させる。

◎ 登場人物の人柄をつかむ方法が,ゎ
かったか。 (発表・生徒の反応 )

山伏 と百姓の人柄 をつかみなさい。

1読みとったことを生かし■ 嚇 のしかた彙 えなュ
|

0 人柄を読みとる際,ポ ィントとなること

ばを板書 し,活用させる。

, 話し合いが活発に進められるように随時

指導する。

。 生徒の発表をもとに,補足説明を加えな

が ら, 2人の人柄についてまとめる。

・ 時代背景・身分差など

⑥ 隣の人に説明できたか。 (相互評価

挙手 )

0 読みとったことをもとに,狂言のお もし

ろさを表わせるような朗読ができるように

させる。

⑮  O 人柄がわかるような朗読であるか。
(発表 .in互評価 )

0 カセットで朗読を聞かせ,本時の学習内

容 を確認させる。

-9-



1.題    材  柿山伏 (狂言)

2.学 習 計 画 (4時間完了 )

第 1時  「柿山伏」のあらすじをとらえさせる。

第 2時 登場人物の人がらを考えさせる。 (本時 )

第 3時 表現の特色をとらえさせ,古語になれさせ る。

第4時 狂言の演出・歴史等について知 らせる。

3.本時の 目標  tll登場人物の人がらをとらえさせる。

(2)進んで話し合いに参加させる。

4。 準   備   朗読評価表

授業の視点

MM

纂 l学 年 3織国語 科学 習指導案

昭和5③年ll月 28園 (翁  第2時限

指導者  水  野  部  予

0古典学習に意欲をもって学習しているか。

0個人思考,集団思考のけじめが,は っきりしているか。

―‐10-



5.学 習 過 程

指 導上 の留 意点 ・ 評 価学 習 活 動

0 「実因僧都の強力Jを各班1名 が朗読す |  ◎ 観点にそった評価がなされているか。

る。 ⑤ 。 本時のポイントを板書し,確認させる。

o 朗読の評価表によつて相互評価をする。

登場人物の人が らのあらわれているのは どこか。

○ 行動,態反, ことばづかいに注意し,人

が らがあらわれているところに印をつけな

が ら黙読する。

・  人が らを読みとる際,ポ ィントとなるこ

とを板書 し,確認 させ る。

・ 机間巡視をして話し合いを活発にさせる。

○ どんな行動や態度をしているか班で話し(D  ◎ 積極的に作業が,進められ,話 し合

合 う。→発表する。

O どんなことばを使っているか班で話し合

う。 → 発表する。

いがなされてい るか。

山伏 と百姓は,そ れぞれ どうい う人物か。

o 人が らのあらわれていることばか らどう

いう人物かを考える。

・ 自分の考えをもってから,話し合わせる。

◎ 自分の考えをはうきりもったか。

e 自分の考え→話し合い→発表    ⑩   O 活発に話し合いがされているか。

o 確認するために, どういう人物であるか | ・ 発表をもとに2人の人柄をまとめさせる。

を隣の人に説明する。 O 深い読みとりができているか。

読みとったことを生かして,朗読しなさい。

o 山伏と百姓の役を班で決めて朗読する。 ・ 読みとったことをもとに,狂言のおもし

0 班ごとに発表する。

O 次時の予告をきく。

⑩  ろさを表ゎせるよう朗読 させる。

0 人柄を読みとって,朗 読しているか。

-11-



第 盆学 年 2組 国 語 科学 習指導案

昭和50年 ll月 28日 (ω  第2時限

指導者  岡  村  英 勝

1。 題 材

2。 学 習 計 画

3。 本時の目標

授業の視点

堀池の僧正

(4時間完了 )

第 1時 堀池の僧正

第 2時 高名の本のぼり(本時 )

第 3時 聖海上人の感涙

第 4時 八つになりし年

(1)話の展開をはっきりと

(2)確 実に評価活動をさせ,

らえ,主題を考えさせる。

意欲的に学習に取 り組ませる。

4.準 備   朗読評価表・学習のポイント表

(1)指導の調整と学習の調整 としての評価活動がみ られるか。

(2)個人思考と集団思考のけじめがはっきりしているか。

(3)古典学習に意欲をもって学習しているか。

-12-



5。 学 習 過 程

学 習 活 動 指 導 上 の 髯 意 点 ,評 価

○

　

○

朗読の学習をする。 (足ず り

本時の目標をつかむ。 ⑤

◎ 評価表の観点 にもとづいて評価する。

本時の目標 を具体的につかませ る。

◎ 学習のポイン ト表で確認する。

「高名の本の|ま

｀
り」を音読練習しなさい。

○ 班 ごとで音読練習する。 le

⑤
歴史的かなづかいに注意 して読ませる。

◎ 歴史的かなづかぃ .句読点 に注意 し

て読めたか。 (相互評価 )

「注Jを もとにしてあら筋をつかみなさい。

○
　
　
○

「注」を参考にして大意をつかむ。

班で確認する。

話の展開を詳しくつかむ。

・ 二つの部分

。 主語と述語について

・ 場穐 。人物 .事件を大ま力凛ことらえさせる。

O となりの人峨 明できた力ゝ (相互評働

④

0 とくにC主語。述語の関係②助詞の省略

③単語の意識をポィントとして考えさせる。

主 題 を 考 え な さ い 。

o 主題の部分を見つける。

O 班でその理由を説明する。

・ 傍線をつけ,そ の理由を考えさせる。

O 的確な意見がでているか。(机間巡視 )

0 「あやまちは～」「あやしき下 ～」を指

摘すると思われるから主題を深く考えさせ

たい。

・  兼好の ものの見方・考え方にふれさせ る。

・  身分の意識や体験について

◎ ポイン トがつかめたか。 (自 己評価 )

◎ 班活動の評価

⑮

○ 自由に意見を発表 する。

○
　
　
○

本時の まとめをする。

予習課題の確認 をする。

-13-



1.題   材  堀池の増正

2.学 習 計 画 (4時間完了 )

第 1時  堀池の増正

第2時  高名の木のばり (本時)

第 3時  聖海上人の感涙

第 4時  八つになりし年

3・ 本時の 目標  (1)会話の展開をはっきりととらえ,主題をつかませる。

0)班の活動に積極的に参加させる。

4.準    備  朗読評価表 .学習のポイント表

授業の視点

第 2学 年 4組 国議 科学 習指導案

昭和50年 ll月 28墨 (1釣  第2時限

指導者  神  戸  豊  子

(1)指導の調整と学習の調整 としての評価がなされているか。

(2)個人思考 と集団思考のけじめがはつきりしているか。

(3)古典学習に意欲を持って学習しているか。

-14ニ
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5。 学 習 過 程

学 習 活 動 指 導 上 の 留意 点 .評 価

O 各班 1名 朗読 (

あう。 (相互評価

「足ずりJl)し ,

自己評価 )

評価し|,朗読箇所は事前に計画表で指示してある。

◎観点にそった評価がなされているか。

⑤ (机間巡視 )

◎前回よりも向上したヵ、 (挙手 )

」朗読中に本時の目標を板書しておく。0 本時の目標を知 る。

「高名の本のIざ り」の音読をしなさい。

o 対人法で読みあう。

O 指名により朗読。

。歴史的かなづかいに注意 させる。

③
ｌ
ｌ
ｌ

◎かなづかいに注意して読んでいるか。

鶴 間巡視 )

「注」をもとにして,あ らすじをまとめなさい。

0 観点にしたがって隣りの人に説明する。 o登場人物 .場面・事件の観点で説明する。

0隣 りの人の説明をきいて, ぁらすじが

⑩ わかったか。 (挙手 )

o主語・助詞・単語に注意して,展開をはっ

きりとつかませる。

○ 会話の展開を詳しくとらえる。

作者はこの話を通してどういうことを言いたいのか。

○ 主題のかかれている部分に傍線を引き,

どういうことを言いたいのか考える。

(個人思考→集団思考→発表 )

。「 あやまちは,… …」「ぁゃしき下薦…」

のニケ所に注目させる。

O主題を的確につかんでいるか。

⑫ (机間巡視・発表 )

●「油断大敵」という言葉に気付かせる。

oこ の主題を通して,兼好のものの見方・考

え方にもふれさせる。

○
　
　
○

ポイント表により評価する。 (自 己評価 )

次時の学習を知る。
          |

凛ノー トの下段に,主語 。助詞に注意して目

語訳してくるよう指示する。

… 15-



範 郎学 年 5組 国語 科学 習指導 案

昭和50年 ll月 28目 (釣  第2時限

指導者  宮  崎  租  恵

豊書題    材  唐詩鑑賞

2。 学 習 計 画 (4時間完了 》

第 1時 読みの習熟をはか り,原詩を聞き, リズム,簡潔さなど鑑賞させる。

第 2時 杜甫の「絶句」を鑑賞 させる。 (本時)

第 3時 李白・王維の詩を鑑賞 させる。

第 4時 他の唐詩を紹介し,暗誦 させる。

3.本時の 目標  (1)唐詩の鑑賞のしかたを学び,「絶句」のり心情・情景を味わわせる。

(2)話し合いに積極的に参カロさせる。

4.準   備  朗読評価表・学習のポイント表

授業の視点

(1)班活動に積極的に参加 しているか。

(2)個人思考 と集団思考 のけじめ力鶏まっきりしているか。

(3)古典学習に意欲 を持って取 り組んでいるか。

MEMO
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5.学 習 過 程

「唐詩」三編を朗読する。

○ 本時の目標を知る。

○グルー プで話 し合い,発表する。

「絶句」対人で音読しあう。

1.どんな情景か。

指 導 上 の留意 点・ 評価

本時の目標と「絶句」の自文を板書。

評価表によつて相互評価する.

起承転結や対句などを参考にし通釈によっ

て情景や心情を味わわせる。

一度だけ読ませる。暗誦できる者は暗誦。
0「返り点」などつかえず読めたか。(挙∋

南中国の春であることを注意させる。
C 通釈上のっまずきを見る。 (机聞巡視 )

解説文を参考にしながら,情景と心情を味

わわせる。

・ 発表内容をつかむ。 (机間巡視 )

,発表後 次のことを補説する。

:詈 i属
)競 (べ やかな豚 )蹄

3.推移の感覚         卜かl溝

4。 ぉのれのかなしみ「帰年」に注目

杜甫の時代・生涯についても簡単な補説。

情景心情を自由にイメージ化させる。

困つている者に援助する。

・表の完成度を見る。 (机間巡視 )

時間が不足する場合は家庭学習へ。

動活習学

ド

⑤

⑮

2.どんな気持ちをうたいたかったか。

考えたことをもとにして, グループで話

し合い,発表する。

○ 都 (長安 )か ら遠く離れた杜甫の流浪生

活における堪えがたいさびしさをとらえる

○ イメージイヒした情景 を気持ちを, 自由に

作文にしたり絵にしたりする。

○ 次時の学習内容を知る。

ポイント表に,整理しょう。

Ｉ
Ｌ
ギ
Ｉ
Ｇ

るめとまを項事習学の時本に表

唐詩では,何をどのように味わえばよいか。

「絶句Jを通釈し,情景や心情を味わおう。

-17-



第 1学 年 6組 社会 科学 習指導 案

昭和50年 ll月 28日 (ω  第2時限

指導者  細  江 右華

2.

1.単   元  古代日本のなりたちとアジア

学 習計 画 (8時間完了 )

第二次 日本のあけぼの………………… 1時間

第2次 縄文文イヒと弥生文化……………3時間 (本時 3/3)

第3次 大和朝廷と古墳文イヒ……………4時間

3。 本寝 )目標 (1)稲作の発達による生活の変化が階級の発生と「村J「国Jの成立の基礎となっ

た事を理解させる。

(2)漢書,後漢書により当時の日本の状況を理解させる。

(3)自 分の意見や疑間をもって積極的に話し合いに参加できる態度を養う。

4。 準   備 教師:OHP 生徒 :歴史資料集

授業の視点

M EL10

-18-

1社会科バズノー トによる評価の中で確認課題にとりくむことにより,本時の学

習内容を理解するとともに新しい考えや疑間をだしているかどうか。

・ 課題解決の過程で即時評価がどのように生かされているか。

。本時の目標を達成しうる課題であつたか。



r

5.学 習 過 程

学 習   活 動 指 導 上 の 留 意 点 .評 価

○ 本時の学習目標を確認する。
こド本時の中心課題を板書し学習のめあてをつ

|か
ませ 孔

1 稲作の広まりは人々の生活にどのような変化をもたらしたか考えなさい|二 |

資料の図を見て変イヒのようすを考える。

個人の思考をもとに全体で話し合う。

0 図「稲作のようすJよ り,定住生活,貧

富の差,支配者の出現などを気づかせる。

◎ 生活の変イヒについて大まかな理解が

できたか。

⑩

「村」や「 [国」はどのようにして成立してきたか考えなさい。

○ 村 を支配するかしらはどのようにして現

われたか,ま た,村人にはかしらが必要だ

ったのだろうかを考える。

・  班で話し合い全体で話し合 う。

○ 村ゃ国はどのようにして成立 してきたか

を考える。

・ 班で話し合い全体で話し合 う。

○ 資料をもとに紀元前後の日本のようすを

調べる。

・ 全体で話し合 う。

0 かしらは米作 りのさしず,用 水や鉄器の

管理,戦争のさしずなどにどうしても必要

であり,村人はかしらのさしずに奴隷のよ

うに従うたことを理解させる。

○ 必要があればフィー ドバック情報を

あたえる。

0 「漢書」「後漢書」より小国分立のよう

すを理解させる。

O 階級の発生 と村,国の成立が理解で

きたか。

④

「村」や「国」の成立は社会をどのよぅに変えたか考えなさい。

○ 身分の差のない縄文社会がよい力、 それ

とも奴隷であってもこの時代の社会がよい

か考える。

・ 個人で考えてか ら班で話し合い,

科バズノー トに記入する。

0 自然に対して奴隷であった縄文社会に比

べ,生産力は大きく前進し,人口も増えた

ことに気づかせる。

0社会の変化を歴史の発展の一過程 とし

て理解できた力、

社会?

‐ 19-



第 2学 年 1組 社会科学 習指導案

昭和50年 ll月 28日 (ω  第2時限

指導者  丹  羽  ―  男

1.単   元  幕府政治の進展

2.学 習 計 画 (6時間完了 )

第 1時
舜
幕政のうつりかわり…………… 1時間

第2時
ザ

業経済の発達………………… 2時間

第3鴨
資
元禄文化・・… …………0…… … 1時間

第4■絆事保の改革……………………… 2時間(本時 1/2)
ノ

/t、

6.本時の 目標  (1)享保の改革の目的と内容を把握し,そ の意義について理解させる。

(2)自分の考えや疑間をもって,積極的に話し合いに参加できる態度を養う。

4。 準   備 生徒 :歴史資料集

授業の視点

0本時の目標を達成しうる課題であったか。

・ 課題解決の過程で,即 時評価がどのように生かされているか。

O確認課諄ととり組むことにより,本時の学習内容を理解するとともに,発展的

課題に気づいた力、

MEMO

… 20-



5.学 習 過 程

〇 本時の学習目標を確認する。

○ 嵯)P55「武士の困窮と農民の状態Jか

ら享保の改革がおこなわれた背景を把握する。

O 個人→班→全体へと話し合いを深める。

指 導 上 の 留 意 点 ・ 評 価

も 本時の学習課題を板書し,学習のめぁて

をはっきりとつかませる。

動活習学

‐
③
ｌ
ｌ

享保の改革がおこなわれた背景は何か考えなさい。

⑩

p 相互活動を通 して,苦しくなつた幕府の

財政にともない,追ぃこまれた武士や農民

の生活をつかませる。

0 個人の考えが もてたか (挙手 )

◎ 相互活動で理解ができたか (挙手 )

θ 家康の政治を理想 として幕府政治をたて

なおそうとしたことを知 らせる。

享保の改革はどのような内容で,その目的は何か考えなさい。

○ 教科書をもとに,幕府政治をたてなおす

ために, どんな内容の改革がおこなわれた

か,そ れは, どういう目的でおこなわれた

力)考える。

・ 個人→班 →全体へと話し合いを深める

(予想される発言 )

0武芸奨励,質素倹約,新田開発,公事

方御定書,商品作物の栽培など。

・ 封建tljひ きじめ,財政のたてなおし。

○ 倹約令,公事方御定書の資料で改革の目

的の理解を深める。

ο 封建制をひきじめ,財政のたてなおしの

視点で考えさせ,改革のようすを理解させ

る。

O 自分の考えをもって,積極的に話し

合いに参加しているか (机間巡視 )

O 疑間点,わからない点はないか (机

間巡視 P挙手 )

。 フィー ドバック情報を与え,相互活動を

させ,理解の促進と定着をはかってぃく。

◎ 理解できたか (挙手 )

⑩

享保の改革の結果,人々の生活はどうかわったか考えなさい。

○ 武士や農民のくらしが,か えって苦 しく

なったのはなぜか考える。

・  学習の確認 と気づいたことを社会科バ

ズ ノー トにまとめてい く。

p 幕政たてなおしに一応成功したが,政治

がふたたび乱れていく背景を気づかせる。

◎ 本時の学習内容を確認するなかで

どんな発展的課題に気づいたか。

⑫
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第 2学 年 9組 社会 科学 習指導案

昭和50年 ll月 28日 G鈴  第2時限

指導者  加  藤  憲  夫

1。 単    元  幕府政治の進展

2.学 習 計 画 (6時間完了 )

第 1次 幕政のうつりかわり…………… 1時間

第2次 産業経済の発達…………………2時間

| ‐    第 3次 元禄文イヒ………………………… 1時間

第4次 享保の改革と田沼の政治………2時間 (本時1/2)

3: 本時の目標  (1)享保の改革の背景・目的・内容を理解させ,その意義を考えさせる。

(2)話 し合いには,積極的に自分の考えを述べようとする態度を養う。

|        ‐(3)自分の意見や疑間をもって積極的に話し合いに参加できる態度を養う。

4: 準    備  生徒 :歴史資料集

授業の視点 ○社会科バズノー トによる評価活動の中で,本時の学習内容を理解すると

ともに,発展的課題に気づいた力、

○課題解決の過程で,即時評価がどのように生かさ4て いるか。

○本時の目標を達成しうる課題であったか。

‐
MEMO
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5。 学 習 過 程

指 導 上 の 留 意 点 ・ 評 価

○ 本時の学習目標を確認する。 C〉
。 本時の学習の概略をつかませる。

1 享保の改革がなぜ行なわれたあか。その背景を考えてみなさい。

動活習学

○ 教科書P146を みて,封建市J度 の基礎を

確認する。

○ 資料「武士の困窮」および元禄文イヒ,産

業経済の発達は, どのような関連をもって⑩

いるか考える。

・ 各班で話し合い,発表する。

・ 産業経済の発達 と武士の困窮が関連し

ていることを理解 させ,封建制度がゆら

ぎつつあることを理解できたか。

享保の改革はどのような内容で,何を目的として行なわれたか考えなさい。

○ 教科書 P169の記述,資料と「倹約令の

資料か ら,享保の改革ではどのようなこと

が行なわれたかを調べる。

・ 調べた結果を確認する意味で,全体
|

に発表する。         ②
○ 調べたことをもとにして,事保の改革の

目的について話し合う。

0 バズノー トに発言を記録する。

・ 全体で話し合 う。

封建制度のたてなおし,幕府財政のたて

なおしがこの改革の目的であったことを理

解 させる。

・ 資料の内容が正しく把握されたか。

フィー ドィヾックによって,理解を深め

定着をはかる。

・  享保の改革の目的と内容が理解でき

た力、

享保の改革の結果 , 人々の生活はどうかわったか考えなさい。

○ 享保の改革の結果,武士や農民,町民の

生活はどうかわったか,各班で話し合 う。

○ 人々はどのような政治を望むようになる

か。各班で考え,話し合う。

● バズノー トに記録する。

享保の改革の意義が理解できたか。

本時の学習内容を確認するなかで,

展的課題にきずいたか。

⑩

発

… 23‐
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第 3学 年 3組社会 科学 習指導 案

昭和50年 ll月 28日 (0 第2時限

指導者  奥  田  政

1.単    元  インフレーションとデフレーション

2。 学 習 計 画 (8時間完了 )

第1次 価格と物価 4時間 (本時3/4)
第2次 貨幣と金融 4時間

3.本 時 の 目媛巽 (1)イ ンフレーションとインフレーションが国民生活にあたえる影響につい

て理解させる。

(2)デ フレーションをインフレーションと比較して理解させる。

t3)バ ズノー トを利用 して, 自分の意見や疑間をもって積極的に話し合いに

参加できる態度を養 う。

4.準

授業の視点

備 生徒資料「 8億円事件からみたカネの価値の激減ぶり」のプリント

MEMO
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。 確認課題に取 り組むことにより,本時の学習内容を理解するとともに,

発展的課題に気づいたか。

。 課題解決の過程で,即時評価がどのように生かされているか。

O 本時の目標を達成しうる課題であった力、



5。 学 習 過 程

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価

○ 本時の目標を知る。

資料「 3億円事件からみたカネの価値の激減ぶり」から, どんなことを思いますか

○ 資料を読んで感想を話し合 う。     |・  自由に感想をださせて,貸幣価値が下が

0 班 → 全体へと感想を自由にだす。
 ③  Fい

る事実に注目させる。

。 物価が上がっても,所得 も同じように上

がれば問題がないことを指導する。

インフレーションとは何か,そ の原因について考 えなさい。

③

ｌ

学て

　

。

い
　
る

つ
　
せ

に
　
ま

活
　
か

生
　
つ

民
　
を

国

標

と
　
目

ンヨ
　

て

ンヽ
　
　
‐
υ

一　
書

レ
　
板

フ

　

を

ン

　

と

イ

　

こぶ

○ ドイツの真正インフレの例から,イ ンフ

レの意味をつかむ。

〇
.貸異][[量 |:3曇 :[醤][[言i:1
な場合か。             ②

・  物価が上がると賃金を上げる。これを

くり返すとどうなるか。

○ インフレで得をするのは誰で,損をする

のは誰か考える。

0 個人→班→全体へと考えを深める。

○ インフレがさらにすすむと私たらの生活

はどうなもてゆくのだろう。では物価が下

● インフレとは通貸量の増大が原因となっ

ておこる貸幣価値の下落であり,単なる物

価騰貴ではないことを理解させる。

・  小課題をあたえて中心課題を考えでゆく

てだてにさせる。

0 管理価格について気づかせる。

③ インフレによって私たらの生活が困

難になってゆくことがわかったか。

9 場合によってはフィー ドバックする。

0 デフレの現象からインフレの原因,影響

をしっか りと理解させる。

インフレーションが国民生活にあたえる影響について考えなさい。

がれば生活が楽になるのだろうか考える。⑫  O 本時の学習内容を自分たらの生活と

・  教科書をもとに個人で考えた後,パズ 1   関連づけて発展的にとらえることがで

ノー トに話し合ったことをまとめる。  |   きるかを評価する。
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第 1学 年 鵞組数学 科学 習指導案

昭和50年 ll月 28日 輪) 第盆時限

指導者  長 谷 ノll 俊  彦

1.題   材  関数のグラフ

2.学 習 計 画  (8時間完了)

第 1次 座 標 ……………………… 2時間

第 2次 いろいろな関数のグラフ…… 3時間

第 3次 問題A.B …・・・・………… 3時間 (本時 2/3)

3.本時の 目標  (1)与えられた条件から,グ ラフを利用して正比例,反比例の関数関係を式

に表わせるようにする。

(2)ま ず自分で考え,意欲的に学習にとりくむ態度を養 う。

4.準    備  グラフ黒板,プ リテス ト,ポ ーストテストの用紙

授業の視点

中心課程における生徒達の相互活動の状態。

準備過程のバズと中心過程のバズについて。

プリテス トとい う形での生徒への意欲づけについて。

MEMO
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5。 学 習 過 程

学 指導 上の留 意 点 。評 価

○ プ リテス ト ・  プリテス トで意欲づけをする。

右の図は,正比例のグラフと反比例のグラフである。

P(4,8)で ,交点Qの グ座標が 2で あるとき,反比例

の関係を表わす式を求めよ。

動活習

―
ｌ

⑤
ｌ
ｌ
ｌ

⑩
ｌ
ｌ
ｌ

⑩要
　
　
要

あ

必
　
　
必

し

が
　
　
が

一詰

式

ｏ
式

度

の

る

の

再

′

あ
　
π
　

，

は

で

は

て

に

じ

に
　
し

　

・

る

同

る

と

一

勅

撫

勅

軸

一

を

座

を

を

標

χ

標

人

座

の

座

た

χ

Ｑ

グ

し

の

と

の

解

Ｐ

Ｐ

Ｑ

理○

・  各自問題を考える。

○ 本時の目標指示

・ 各自ノー トで解 く。

・ 隣 どうしで考え方を確認しあう。

各 自問題を読み意味をつかむ。

班で話し合 う。

結論のでた ものが考え方を発表する。

・  各 自問題に取 り組む。

班での話しあしヽこよって疑間を解決する。

本時のまとめ。

本時の反省,次時の予告

@ 机間巡視 (観察)

0 式ができたと思 う人を確認 倅 手)

・  認知目標,態度目標について

正比例グ=α χのグラフを書いたら,点 (10,-6)を 通る直線になった。こ

の正比例の関係を表わす式を求めよ。

○

　

○

　

○

〇 机間巡視 (観察)

◎ グ=― :χ を得た人を確認 (挙手)

・  比例定数αの決め方をおさえる。

◎ 机蘭巡視 (思考把握)

0 発表をまとめる。

再度考えさせる。

◎ 失敗を恐れず発言し,疑間点を質Fn3

できたか。(相互活動)

ヒント…反比例の式はグ=多である。
O 机間巡視 (不振児指導 )

◎ 関係式のできた人を確認する。(挙手

。 グラフ上の点は関係式を満たす点である。

これを使って比例定数,座標等を求める。

◎ 認知目標,態度目標の評価。

⑩
○

　

○

　

○

直線′,πは正比lpJの グラフで, ′は点 (2,3)と Pを

通り,π は点 (4,2)と Qを通っている。直線PQは χ軸に

に垂直である。このとき, Pのグ座標が10で あるとき,

Qの座標はいくらか。

プリテス ト課題に同じ。
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第 2学 年 3組 数学 科学 習 指導案

昭和50年 ll月 28日 (ω  第2時限

指導者  今  泉    仁

1。 題   材  確率

2。 学 習 計 画 (10時間完了)

第 1次 確率の意味     2時 間

第2次 確率の求め方    4時 間 (本時 3/4)

第3次 期待値       1時 間

第4次 確率と相対度数   1時間

第5次 問題AoB     2時 間

3。 本 時の 目標 (1)独立事象と従属事象についての確率を求める。

(2)自 分の考えをもつて,班での話し合いに積極的に参加する。

4.準   備 プリ・ポーストテスト用紙

授業の視点

個人でのとりくみ・話し合い 。発表などの各場面で,積極的に

学習に参加しているか。

各場面での話し合いの方法はどうか。

MEMO
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5。 学 習 活 動

学 指導 上の 留 意 点 .評 価

プ リテス ト 0 学習に対する意欲づけをする。

1等 2本, 2等 5本 はいっている20本のくじから,つづけて2回 ひくとき, 1回
目に 1等, 2回 目に 2等のあたる確率を求めよ。(1)1回 目にひいた くじをもとにも
どす場合。(2)1回 目にひいたくじをもとにもどさない場合。

動活習

・ 教科書等を参ろ こし■ 鶴 と嗽
司

0 この問題を通して本時の目標をつかませる。
C 机間巡視 (観察)

◎ できたと思 う人を確認 (挙手)

認知目標,態度について

⑤
ｌ
ｌ

○ 本時の目標指示

1か ら6ま でのカードがそれぞれ 1枚ずつある。
ドをとり出す方法は何通りあるか。(1)1枚 目のカー
ードをもどさない場合。

ここから,っづけて 2枚のカー

ドをもどす場合。(2)1枚 目のカ

・  各自タートにやる。

○ 班で話し合う。
○ まとめる。

・  各自考えノートにやる。 。 まうがってもよいから自分の考えをも
ことの大切 さを強調する。
0 机間巡視 (状況把握)

0 班での話し合いに参加 偲 考把握)

○ 発表や説明で理解した事を, 2人ペアで

確認する。

まず考えさせる。
O できた人を確認 (挙手)

わからない者がいないよう徹底する。
樹形図を活用。

◎ 表を用いてまとめる。
。 疑間点があれば討議させながら解決させる。

。説明することができたか。

。 机間巡視で不振児の指導をする。
◎ 確率ふと轟を得た人を確認 (挙手)

‐⑩。 解答の求め方を示しながら確率の求め方
をまとめる。
O 認知・態度目標の評価

一一
〓

×

Ｘ

λ九　　一】撼摯８×７一

一一　　一一〓〓

一婚　　ル】践髪

て
　。

つ
　
２
つ

も

す

を

表

え

発

考

を

の

方

分

え

自

考

○
　
○

・ 各自解 く。

O 話し合いによ

○ 本時の反省・

り疑問解決する。

数時予告

5個の自玉と3個の赤玉のはいっている袋の中から,玉を 1つ ずつ,つづけて 2

回とり出すとき, 1回 目に自, 2回 目に赤のでる確率を求めよ。(1)1回 目にとり出
した玉を袋に返す場合。(2)1回 目にとり出した玉を袋に返さない場合。

プリテス ト課題に同じ。

… 29-

―
―
‐
⑩



第 3学 年 2組 数学 科学 習指導案

昭和50年 11月 28日 (1釣  第2時限

指導者  中  条  聡

2時間 (本時 1/2)

2時間

1時間

子

９

紹

1.題 材

学 習 計 画

3.本時の目標

4。 準 備

授業の視点

MEMO

線や面のつながり

(5時間完了)

第 1次 線のつながり 。…・

第 2次 面のつながり・‥・

第 3次 問 題  …………

(1)線のつながりぐあいについて類別し,図形の見方が他にもあることを学

ばせる。

(2)自 分の考えを積極的に述べ られるような態度を養う。

プリ.ポ ーストテス ト用紙

新 しい題材に対 して生徒が興味を持って取 り組 もうとしたか。

個人思考,バズ,全体討議の各場面で,積極的に学習に参加 しようと

したか。
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5。 学 習 過 程

学

〇 プ リテス ト

動活習 指 導 上 の 留 意 点 評 価

・  プリテス トにより意欲づけをする。

次の文字をつなが りぐあいで分類せよ。

イ ウ エ カ キ ク ケ コ サ ス ナ ヌ ネ ノ モ

各自問題にとりくむ。

本時の目標指示。

自分なりに分類してみる。

分類方法を各班で話し合 う。

班 ごとの発表,ま とめる。

問題をやることにより,本時の目標を

つかむようにする。

○ 分類できた人の数を確認する。(挙手)

・ 間違ってもよいから自分の考えを持つ

ょうに強調する。
・ 机間巡視で各班の特徴をつかむ。

・  結論は出さないで相違点を明確にする。

◎ 机間巡視 (思考把握)

・  分類の観点をおさえる。

④ 閉曲線 (0,D・・・・)

両端の有無   (I,J… …)

枝分れがある (T,Y… …)etc

0 分類できた人の確認 (挙手)

0 机間巡視 (遅進児の指導)

・  認知目標,態度目標の評価

次の図形のつなが りぐあいで分類せよ。

、/O Y△ F

まず考えさせることを強調する。
◎ 机間巡視 (思考把握)

切ったり,つないだりしない事を強調。

次の文字を線のつなが り́ぐあいで分類せよ。

A B C D E F G H I J K L M
NOP QRS TUVWXYZ

↑C0

○

　

○
　

○

○

○

○

○

各自ノートに分類する。

班で話し合う。(分類)

発表 (違 った分類を明確にする)

各班での分類をもとにして再度話し合う。

分類方法について,発表する。

身の周 りにある例を上げて,班で他の例

を考えさせる。(路線図,案内図など)

まとめる。

・ 合同変換 → 相似変換 → 位相変換

各自やってみる。

話し合いにより,疑間解決する

本時の反省,次時の予告

①

②

③

○

　

○

　

○

次の文字をつながりぐあいで分類せよ。

巨  山  兄  出

マ  ア  ト  モ

-31二
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第 3学 年 4縄 数学 科学 習指導案

昭和50年 11月 28固 輪) 第2時限

指導者  加  藤  孝 史

2.

題

学 習

材

計 画

線や面のつながり

(5時間完了)

第 1次 線のつながり・……・

第 2次 面のつながり・……。

第 3次 問 題  ………・000

2時間 (本時 1/2)

2時間

l時 間

3.本時の園標  準)線のつながりぐあいについて類別し,図形の見方が他にもあることを学

・
/ 

ばせる。

(2)自 分の考えを積極的に述べられるような態度を養う。

4.準   備

授業の視点

プリ.ポ ース トテス ト用紙

新しい題材に対 して生徒が興味を持って取 り組 もうとしたか。

個人思考,バズフ全体討議の各場面で,積極的に学習に参加 しようとし

たか。
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5。 学 習 過 程

○ プ リテス ト

○ 各自FH5題 にとりくむ。

○ 本時の目標指示

○ 自分なりに分類してみる。

○ 分類方法を各班で話し合う。

○ 班ごとの発表,ま とめるё

各自ノー トに分類する。

班で話し合う。(分類)

発表。(違 った分類を明確にする)

各班での分類をもとにして再度話し合う。

分類方法について,発表する。

○ 身の周りにある例を上げて,班での他の

例を考えさせる。(路線図,案内図など)

○ まとめる。
0 合同変換 一→相似変換 ―→位相変換

○ 各自やってみる。
○ 話し合いにより,疑間解決する。
○ 本時の反省,次時の予告

-33-

プリテストにより意欲づけをする。

0 問題をやることにより,本時の目標をつ

⑤ かむようにする。
0 分類できた人の数を確認する。(挙手)

。 まず考えさせることを強調する。

・  机間巡視 (思考把握)

0 切ったり,つないだりしない事を強調

0 間違ってもよりつから自分の考えを持つよ

うに強調する。
つ 机間巡視で各班の特徴なつかむ。

。 結論は陶さないで権違点を駆確ま4す る。

・  机間巡視 (悪考把握)

。 分類の観点をおさえる。

④ ① 閉曲線 (0,D… …)

両端の有無  (IPJ`゛ 。・)

枝分れがある (T9Y。・・。)oも c

0 分類できた人の確認 (挙手)

机聞巡視 (遅進児の指導)

0 認知目標,態度目標の評価

○

○

○

○

②

③

指 導 上 の 留 意 点 ・ 評 価

次の文字をつなが りぐあいで分類せよ。

イ ウ エ カ キ ク ケ コ サ ス ナ ヌ ネ ノ モ

次の図形のつなが りぐあいで分類せよ。

ノ
｀ O V  △  ゞ 令亀（響

ヽ

次の文字を線のつながりぐあいで分類せよ。

A B C D E F G H I J K
NOPQRS TUVWX

次の文字をつなが りぐあいで分類せよ。

巨 山 兄 出 千 尺 弓 九 占 与

マ ア ト モ カ ク ャ レ タ ネ



第 1学 年 4組 理科学 習指導案

昭和50年 ll月 28日 (金)第 2時限於第2理科室

:                   指導者  阿  部  吉  ―

1.単    元  地球,月 ,太陽の形と大きさ

2。 学 習 計 画  (7時間完了)

第 1次 地球,月 ,太陽の形…………………2時間

第 2次 地球の大きさ…………………………2時間 (本時 1/2)

第 3次 地球上の位置のあらわしかた………1時間

第 4次 太陽や月の大きさ……………………2時間

3.本時の 目標  (1)エ ラトステネスの方法で地球儀 (半球)の大きさが測定できる。

(2)自 分の考えや分担を明らかにし,協力して学習する態度を養う。

4.準   備  地球儀 (半球), 分度器,も のさし,OHP,Tp

授業の視点

<プ リテストについて> プリテストの実施は,先行経験の把握,問題

意識イヒ,授業のヤマ場の設定等に有効であったか。

<測定法のくふう> ポールから絹糸をたらし,中心角を測定すを方法

が,本時の目標達成のために効果的であったか。

MEMO
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5.学 習 過 程

○ プリテス トをおこなう。

指 導 上 の 留 意 点・ 評 価

評価カー ドに回答をかかせる。

動活習学

⑤

ｌ

○ プリテス トの結果について話し合う。

○ 地球の大きさを測定する万法につぃて話

し合う。

・  まず考えるも 話し合う―→発表する。

測定方法i7Cつ いて話し合う。

基準の 2点 をどこにとるか。

その中心角は, どぅして測定するか。

大きさを測定する。

結果を比較する。

○ ポーストテストにより,学習のまとめを

する。

○ 次時の予告をきく。

。 挙手によって,結果を集計する。

0 問題の把握ができたか。(挙手)

。 自分の考えをもってから,話し合うよう

にさせる。
⑩

②

○
　
　
　
　
　
　
　
○

　

○

整ダの大きさは,どのようにしてはかりますか。

。 それぞれの方法につぃて検討させ,弧の

長さと中心角 とから円周を求める方法 (エ

ラトステネスの方法)が,最 もよいことに

気づかせる。

0 いくら話し合っても,中心角を測定する

方法がみっからない場合は,話 し合いをゃ

めさせ,教師が説明する。

。 班ごとに,測定させる。

O 基準点や角度の測定は,正 しくでき

ているか。(机間巡視)

e 時間があれば,話した り,書かせた りす

る機会を与える。

O 学習のまとめができたか。(カ ー ド)

』∩Ⅷ〕ＷＶｖ⑩

地球は,どんな形をしてぃますか。

地球の大きさをはかるには, どんな方法があ りますか。

図 1の ,円周を求めることができますか。

ABの中心角は,どれか。いえますか。

中心がゎからないとき,中心角を求めることができますか。

Ａ
（
　　　ｏ⑩
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男

第 1学 年 7組 理 科 学 習 指 導 案

昭和50年 11月 28日 (釣  第2時限

指導 者  小  林  崇

圧力とその伝わりかた

(6時間完了)

第 1次 圧力とはなにか。・…・・・・・・・・…。こ… 1時間

第 2次 液体の申で圧力はどう伝わるか・・…2時間

第 3次 気体の圧力…………………………… 3時間 (本時 2/3)

3.本時の 目標  (1)ト リチェリァの実験結果をもとにして大気圧の大きさを知ることができる。

(2)班 の話し合いや活動に,積極的に参加する態度を養う。

4。 準   備

:  授業の視点

トリチェリーの実験装置,OHP,TP

Oプ リテス トの実施は,:生徒の問題意識を高めることができたか。

。大気圧の大きさについてのバズが生徒の思考を深めるのに役立ったか。

LIEL10
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5。 学 習 過 程

学 習 活 動

○ 本時の学習内容を明確にする。

・ 大気の圧力をしらべること。

○ プリテストをおこなう。

0 挙手により集計をする。

○ 空気にも重さがあるわけを話し合う。

指 導 上 の留 意 点・ 評価

。 チャイムと同時に学習活動ができた

か 。

⑩ 6 問題を提示し,解答用紙に記入させる。

○ 問題の把握ができたか。

ぃ 空気 1′ は 1.2′ 重であることを知 らせ

る。
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○　　　　　　　　　○

教室の大気圧をしらべなさい

○ 実験結果をもとに各班で話し合 う。

0 大気圧の大きさ=76鍬の水銀柱

○ 次時の予告をきく。

し 自分の考えをもってから,話 し合 うよう

にさせる。

⑩  O 学習のまとめができたか。

教室の空気の重 さはどの くらいか計算で もとめなさい。

管内の水銀が76側の高さでとまるのはなぜか。
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第 2学 年 5組 理 科 学 習 指 導 案

昭和50年 ll月 28日 (金)第2時限於第1理科室

指導 者  りlI 村  辰  子

1。 単    元  原子 と分子

2.学 習 計 画 (5時間完了 )

第 1次 粒子のモデル     1時 間

第 2次 成分元素が同じ化合物 1時間

第 3次 分子のつくり     1時 間

第 4次 分子の大きさ     1時 間 (本時 )

第 5次 イヒ学式とイヒ学反応式  1時間      :

3.本 時 の 目標  (1)直接はかることができないオレイン酸分子の大きさを,実鏃 果に もと

づいて計算 をし,求めることができる。           |

:        (2)学 習に意欲的に参加し,実験のデ∵夕をもとに,考えたり,話 し合った

りする態度を養う。

4: ]隼    備  教師 スポイト,パ
'卜

, リコポジウム,オ レイン酸,エ チルアルコール

メスシリンダー, ビーカー, ガーゼ,輪ゴム, びん, OHP, TP

生徒 ものさし

授業の視点 １

　

２

．

プリテス トは,問題の意識イヒや中心課題にせまるために有効であったか

分子の測定方法についてのバズは, この授業で効果的であったか。

MEMO
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5。 学 習 過 程

(1)100ε″のあずきを机の上にすきまなくならべて正方形に広げたと

ころ, 200θジになった。これからあずきの直径を求めなさい。

(2)同 じ大きさと思われる雨粒を50滴 あつめたらlθジになった。 1滴

の体積を求めなさい。

6)オ レイン酸の分子の大きさをはかれますか。

○ プリテストをおこなう。

結果を集計する。

各班で,解答について説明しあう。

指導 上 の留 意 点・ 評 価

課題表に記入させ る。

計算式を明記して,答えあわせをさせる。

③ 直径=体積/面積であることが理解

できたか。

@ 問題の把握ができたか。 (挙手 )

0 オレイン酸について説明を聞かせる。 |
○ プリテス トの内容を生かせているか。

0 実験万法が理解できたか。

O 協力しあっているか。

①)0 この実験では次のことに注意させる。
0 リコポジウムのまき方

。 オレイン酸のおとし方

オレイン酸の分子の大きさはどれだけか。

○ 意見を積極的に出しあい,協力して

検討をすることができたか。

O 責任をもってあとかたづけができた

力)。

動活習学

○

　

○

O

オレイン酸の分子の大きさをもとめなさい。

○ 実験の方法について話し合 う。 :

・ 観察ノー トを見て方法を話し合い,

備をする。

○ 実験をする。

0オ レイン酸 1滴の体積を求める。

Oオ レイン酸の膜の面積を求める。

○ 結果 を記録する。

○ 結果について話し合 う。

○ 実験のあとかたづけをする。

○ 次時の予告を聞く。

準

⑦
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第 3学 年 1組 理 科 学 習 指 導 案

昭和50年 ll月 28日 (ω  第2時限

指導者  沢  村  保  雄

1.単  元 磁 界

2.学 習 計 画 (H噸騎7)
第 1次 磁石による磁界… …̈5時間

第2次 電流による磁界………2時間

第3次 磁界中を流れる電流“04時間(本時2/4)

3.本時の目標  (1)磁石の置き方や電流の向きをいろいろ変えて実験し,導線が力を受ける

場合力の方向が電流 ,磁界のいずれに対して も直角になつていることを発

見する。

(2)考えをもって,積極的に話し合い,実験に参力目する。

4.準    備  エナメル線,磁石,シ ャーレ,乾電池, アルミニウムはく,食塩水,ス タンド

授業の視点

○ プリテス トの実施は,問題の意識化や授業の山場の設定に有効 であっ

たか。

O 本時の課題は, 日標達成のために適切な ものであつたか。

O 課題に対する生徒のとりくみはどうであつたか。

‐l MEMO
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5。 学 習 過 襲

指 導 上 の留 意 点 e評 価学 習 溝 動

プリテストをおこなう。 ⑤

ｌ

○ プリテストの結果について話し合う。 。 挙手によって,結果を集計し,問題の意

識化をさせる。⑤

○ 実験方法について話し合 う。

・ 実験のllF序

e 記録のしかた

・ 分担と準備

わ 観察ノー トをもとにして,下のような点

に気をつけさせる。

・ 磁石間の距離

・ 磁石翁高さ

⑩ 。 食塩水の中に入いる重 りの長 さ

0 エナメル線の長さ

◎ 実験に参カロしてい るか。

O 正 しく記録ができてぃるか。

。 磁界,電流,力の向 きとの関係を考えさ

せる。

○ 計画にもとずいて,班ごとで実験する。

実験結果について話し合う。

。 まず考える → 話し合う → 発表する

導線の受 4す る力の向きについてまとめなさい。

○ ポーストテストをぉこなう。

○ 評価をし,課題表に記入する。

O 次時の予告を聞く。

⑤
◎ 磁界の向き,電流の向き,力の向き

との関係がつかめたか。

③ どの程度理解できたか。 (挙手 )

1.右の国で,磁石はどちらに動く

記号で答えよ。

2,右の図のように磁界の申の

導線に電流を通すと導線はど

ちらに動 くか筆記号で答えよ。

↑ウ             ↑ウ
コ亨讐匡 コ7戦巨

力ゝ、

○ 意識化ができたか。

磁界の中で,電流が流れている導線の受ける力の向きを調べなさい。

轟 41…



鶴 3学 年 9組 理 科 学 コ 鐘 導 案

昭和50年 ll月 20餞 ぐり 第■鋳隈

指導老  蒻  愧  弘  雅

1.単   元 磁 界

2.学 冒 計 画 く11時間完了)

第 1次 磁石による磁界…………………5時間(本時4/5)

第2次 電流による磁界…………………2時間

第 3次 磁界申を流れる電流……………4時間

雛.本 時○ 轟檬  tl)方位磁針b鉄粉を使って調べる実験を通して,難石のまわつの磁界のよ

うすを説明できる。

(2)話し合いや実験に積極的に参加し,協力して学習する。

4。 準    備  磁石,方位磁針,鉄粉,OⅡ P,TP,自紙,磁界説明器

授業の視点

○ プリテストの実施は,問題の意識化や授業の山場の設定に有効であっ

たか。

O 本時の課題は,目標達成のために適切なものであつたか。

O 課題に対する生徒のとりくみはどうであったか。

MEMO
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5。 学 習 過 程

○ プリテストをぉとをつ。

○ プリテストの結果について話し合う。

○ 磁石の上に鉄粉をおくと, どのよ会を模
|

様ができるかについて議べる。     ⑮
。 実験万法や係分握につぃて議し合 う寺
。 結果を壼録し,発表 す4の

磁石のまれや瘍磁界のえき善調べなき、Lっ

磁界の向きの定義 を知る。

磁石のまわりの磁界の向きを調べる。

・ 実験方法について話し合 う。
e 記録のしかたや係分担について話し合

C プリテス トの結果を集計 し闘卜鰊意識化

をはかはじ

◎ 闇豚蝙鐘ねができたが.

ひ ざζ難巡穐し驚鉄粉翁護慾薄:転が無か嶺

いようなに実験節裁ぞくふやさせ嘲舎

0 万位轟鉾・のおく位置,ま時鷲奪轟会で分担
・しておこなわせる。

OO 麗 どこξこ憫 藤せ は。

彎 源拉雛針魃範銀のしかな弔亜暮くて

きてい藝燿Ь◇

参 磁界説銹鏃戦使って賽難 隷難を確認豪ぜ

る。

彎 ° 今暉の学膏で,なξ軸∫ゎかったが◎

聰
―

指 導 上 の留 意 点 鬱評 価

評価カー ドに鰤答 はかかせЮ。

つ。

◎ 計画を通色とづいて実験する。

磯 結果を考察する。

○ ○亜 Pで磁界 のようすを観察し,プ … ト

に整理する。

次時予告を聞く。

豊塾 _百

ポーストテストで,学習のまとめをする10 時難が鼈れば学習内容を整理させる。

tl)方位磁針のN極は, どちらですか。   ァ <理●ン ィ
(2)○印に方位磁針をおいたとき,N極の指す向きは何番ですか。

-48-
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纂 盆学 篤  織音楽 科学 習指導案

昭和50年 ll月 28日 (金)第 2時限於音楽室

指導者  長 谷 ザ|| た つ み

菫9渕    輔  花の季節

餡゙ 学 習 計 画 (2時間完了 )

第 1時 東欧・北欧の音楽についての理解,階名唱……1時間 (本 時 )

第 2時 対旋律の笛の練習,歌詞唱………………………1時間

眸.窯 時の 国標  tl)東欧や北欧の音楽の特徴について理解させる。

モ2)旋律短音階を理解させて階黎理をさせる。

4。 準    備  教師 アルトリコーダー, ソプラノリコーダー,メ トロノーム,進度表

生徒 アルトリコーダー, ソプラノリコーダー, プリント

授業の視点

○

　

○

アル トリコーダーの練習:ま,班ごとに協力 して意欲的にできた力、

生徒の力だ:す で,新曲がど翁程度歌えるようになったか。

MEMO
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5。 学 習 過 程

アル トリコーダーの練習をする。

各班で練習や審査をする。

0 3～ 4班がグループ発表をする。

○ 全員で合わせて全体練習をする。

○ 何調であるかを考える。

○ 各班で階名唱をする。

○ 代表の班が発表する。

DoS.と・80の意味を理解する。

O 階名唱で全体練習をする。

○ 旋律短音階の上行形を理解する。

○ 主旋律を確認するために笛で主旋律を演

奏する。

曇y:意:こ量l[層アLa鼻言曇勇]』  0『憲]i百

はジプシ~
東欧・北欧の音楽の特徴をつかみなさい。

階 名 唱 を し な さ い。

指導 上 の 留 意点 .評 価

6机間巡視をする。

・ 班員が協力しあっているかに目をくばる。

。安易に合格させないように気をくばる。

o生徒同志で相互評価する。

・ 全員の演奏がうまくあっているかに注目

する。 (教師の即時評価 )

。姿勢や指づかいに注目する。

民謡であることに気づ

・ 発表した班が正しく歌ったかどうか生徒

が評価する。

6嬰入と嬰 卜の音程が正しく歌えているかに

注意する。

。嬰入と嬰 卜の音の確認をする。

。 メ トロノームで速度の確認をする。

動活習学

⑬

○

　

○

0ま ちがっていても生徒の力で歌わせる。

④

⑦

○

○

○

○

歌 詞 唱 を し な さ い。

O t季節はいつなのかを理解させる。指名して歌詞を読ませる。

歌詞を読みその内容を理解する。

歌詞唱をする。

次時の予告を聞く。

O速度の変イヒに注意 させ る。
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第 1学 年 9組 姜術科学 習指導

昭和50年 ll蠅 28爾

指韓者

(金)第 2時隈於美術室

奥 村 浩 康

1。 単 元  土でつくる 土 笛

2。 学 習 計 画 (8時間完了 )

第 1次 焼き物にういて ,音の出るしくみ…………2時澗

第2次 アイデアスケッチ……………………………2時間

第3次 土笛の制作……………:… ……………………2時間(本時1/2)
(乾  燥 )

1          (焼  成 )

第 4次 絵付け 0鑑賞…………………………………2時間

3.本 時 の 目標  (1)土笛の命である音のしくみを理解 さ七 吹き目や歌目の関係を考えて意

欲的に制作ができるようにする。

(2)手づ くりによる素本卜さを味わわせ,身近な焼き物についての関心を深め

る。

4.準

授業の視点

備  粘土・粘土板 手ぬぐい。ビニール .布・ くし・スケッチブック

MEMO
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案

粘土ベラ

○アイデアスケッチに基づき積極的な態度で土笛ができ,粘土制作に関J心

が もてたか。

O音の出るしくみを考えて,効果的に吹き目や歌国の位置をつかむことが

できるようになったか。

○音の出る土笛を作るために互いに指摘し合って制作できたか。



5。 学 習 過 程

学 習   活   動

○ 前時の学習をもとに学習表に造形要素を

記入し,本時の目標をは握する。

・  意欲のある制作ができるよう

学習計画を知る。

○ 土笛をもとに音の出るしくみについてい

ろいろ考える。
0 音の出るしくみで大切な吹き口と歌口

との関係についてよく考え,笛 の断面図

を書きまとめる。          |
○ 班ごとに話し合い,音の出るしくみにつ

いて予測したことを発表する。

土笛の音の出るしくみについて考えよ。

指 導 上 の留 意 点 .評 価

制作意欲がわき,計画的に学習できるよ

うにする。

0 土笛の命である音のしくみについての

疑間をいだかせる。

◎ 意欲的に飾J作 しようとしてぃるか。

。 笛の断面図を書かせ,笛のしくみを予測

させ る。

・  どのようなしくみであるとよく音が出

るのか土笛を作 りつつ助言する。

。 音のしくみをとらえた笛の告J作へとつな

がる発表をさせる。

0 音の出るしくみを理解したヵ、

素朴さのある土笛となるように外形の大

きさを考えに入れ,す ばゃくtlj作 させる。
。 音のしくみを考えに入れた外形づくり

をさせる。

音の出る土笛となったかどうか吹きなが

ら確かめさせる。

O 音のでないときは,音の出る土笛をよ

く観察させ,指摘しあいながら作 らせ る。

・ 効果的な制作となっているか個 El」指導

をする。

③ 問題点に気づき積極的にtll作 したか。

に本時の

⑤

ｌ
ｌ
‐

⑩

音の出る土笛の制作をしてみよ。

勧

諏

秒

議

うｏ

社
　
　
漱
　
　
澱
　
　
爆
　
　
△【
る。

し
　
　
さ
　
　
立日
　
　
の
　
　
摘

ぇ

作する
。

ケッ
る。
み，
鑑
醜
悧
師
る。
蒟
ゎ

ヌ
狩
岬
薇
蠍
び
殴
酢
』
協

″
却
糧
織
卿
絆
峰
観
静
部

形

ｏ
　

　

　

ンつ

ｏ
　

　

ｏ
　
ｏ

○ 土笛で大切な音の出し方についてまとめ
|

る。             ⑤
○ 土笛を見て学習表に反省を記録する。

・ 自己の次時へのめやすを知る。

で 音の出るしくみがわか り,音の出る土笛

をtlj作 できるかどうか確認させる。
。 音の出ない土笛を作った生徒へ助言し

次時への意欲づιすをする。

音の出る土笛のしくみがわかった力ゝ
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雛愈学年マ03織 (m子)体育科学趾指導案

昭和5◎年1量 月28園 逢鉾 第2時限 な 運動場

指導者  佐  書  康  郎

1。 題   材 サッカー

2.学 習 計 画 (12時間完了 )

第1次   基本技能……………5時間(本時2/5)

第 2次   応用技能……………4時間

第 3次   ゲーム……………… 3時間

3。 本 時 の 目標

(1)基礎的なキックの技能を身につけさせる。

2)パスしたら, すぐ動 くことを身につけさせる。

6)健康・安全に留意させ, さらに,評価活動を実践させるなかで自己調整

機能を身につけさせたい。

4.準    備  ストツプウオツチ,技能評価表,ボール

授業の視点 (1)課題の構成・提示方法・配列は適切であったか。

2)評価のさせ方はよかったか。

(3)評価活動をとおして,生徒に変容がみられたか。

MEMO
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5。 学 習 過 程

学 習 活 動 指 導 上 の 留意 点 。評 価

1   自己の体力 を高めょ う9   1

D 各班で準備運動,健康観察をする。
0 目標をもつてとりくむ。
0 最低で も8割タイムは害Jら ない。

Э ウォー ミングアップをする。
O ポールリフティング,基本的技能の ド

リルを,各 自目標をもってとりくむ。
○ 本時の目標を確認する。
6 技能評価表を見て, 自己目標を立てる

。 所定のコースを二周 し, 自己の体力 .気

力の増強に努めるなかで,本時の体調を自

己診断させる。 (記録表に後で記入する )

。 基本釣技言旨.セ ンスを養 うために も, F
リルの機会を多 くする。

① フィー ドバック (前時の評価から)

0 説明,技能評価表か ら何を, どのように

取りくむかをとらえさせ,意欲イしを区る。

⑩

ヒトlッ
ピングの練習をしなれヽ轟

○ からだの各部を使って,い ろいろなボー

ルを, コントロールする。

・ まず 正確に,つ ぎに,素速くコント

ロールできるようにする。

0 ボールコントロールの重要性・困難さに

気づかせる。
◎ 自己 0相互評価をとおして,っま

ずき。欠点をとらえ,練習の必要性

を知 らせ,実践 させる。
① 生徒の反応……班巡視のなかでと

らえ,動言,示唆し,意欲化を図る

⑩

パス アンド ゴニの練習をしなさい。

○ パスしたら,す C作 業する必要性を知

り対列 0ス ケークロスを使つて練習をする。
O ボールヘの走 りこみ→素速い トラップ

→パスの練習            ⑮
・ パスは,受ける人の走ろ うとする少し

前方へ。
ゆ 互いに協力,教え合つて練習する。

0 いいボールコントロールが,いいパスを

生み出す条件である事に気づかせる。
○ 自己 。相互評価……学習活動をた

しかめ,フィーン ッヾクの機会 とする。
。 思考←→実践をくり返すなかで,技能の

定着イヒを図る。

◎ 巡視……協力し合っている課題に

取りくんでい るかを見る。

まとめをし_な さい。 (次の課題は何かをとらたよう)

○ 取 り

さら|こ ,

る。

くんだ技能について, 自己評lliし ,

相互評価を受け,評価表に記入す

。 自己 。相互評価活動をとおして,評 ml‐ を

正確に行なわせる。

0 つまずきは何れ

知 り,次時の課題 (

⑩  Oつ まずき,到達段階をとらえさせ

7薄 T誓難事:。

|。
識3「

・
族竜羽福襲ξア習倉kさせる。
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纂飩学年Ve3織 (資子)棒育科学習指導案

昭和50年 li月 28爾 (1鉾 第2時限於運動鰈

指導者  加  藤  洋  予

1: ;諷    材 器械運動

2.学 習 計 画 (11時間完了)

第1次 鉄棒運動………………4時間(本時2/4)

第2次  マット・とび箱運動…5時間

第 3次 平均台運動……………2時間

3。 本 時の 目標  (1)正 しい補助法を理解させ,互いに協力して腕立て前転を習得させる。

(2)自他の健康・安全に留意させ,評価活動をとおして自己調整機能を養う。

4.準    備  ストップウォッチ,プ ログラム表,技能評価表,エ ンピッ

授業の視点 (1)課題の構成やそれへの取 りくませ方が適切であったか。

t2)課題解決の中6鼠口時評価がどんな方法でおこなわれた力、

(3)プ ログラム表や技能評価表が,生徒の意欲的な学習態度に反映された

力、

MEMO
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5。 学 習 過 程

動活習学 指 導 上 の 留 意 点 0評 価

自 己 の 体 力 を 高 め よ う。

○ 集合,準備運動,規定コースを走る。 2周 の予想タイムを自覚させた上で,本
時の健康状態を確認させる。

腕立て前転の練習過程をプログラム表で

知 らせ,意欲をもたせる。
。 補助は,班ごとにこの種目で最も陥り

やすい欠点を予想 させ,正しく指示する。

て立を標目己
　
ｏ

自

る

る
。
　

，
す

討
敗
章時

駒
端
脹

本○

壼 互l

さかあが り  前回り
0 班ごとにローテーションによる練習

0 できない人への補助。
O 特に前回りでは,人のをよく見る。

O 班巡視しながら,生徒の反応を見る。

◎ 意欲的に発展的な練習をしているか。

O 前回りの際のくふうがみられるか。

(手首のかえし,着地を後方に移す。 )

⑤

ｌ
ｌ

補助 をつけて腕立 て前転 の練習 をしな さい。

班で各自の前回りのくふう点を話し合 う

・  前回 りの発展的種目であることを知 る。

腕立て前転

0 プログラム表にそつて練習する。
0 プログラムを実施する中で,困難点な

どをつかむ。             |
・  できない時は, プログラムをもう一度

もどって取 りくむハ。

・  補助は実施者の背 とももを持つ。

さかあが り  腕立て前転  後ろお り

・  一連の運動としておこな う。

・ 後ろお りは,腕立て後転の基本になる

ことを知 る。

整理運動, まとめ

0 技能評価表に書 きこみ,次時への課題

を発見する。

。 話し合いの中から,ポ イントをひき出 し

整理 する。

◎ 積極的に話し合いに参カロしてい るか。

0 1～ 2名 に試技 させ,回転力や手首のか

えしのタイ ミングを理解 させる。
① 手首 のかえしは,頭が鉄棒の真下を過

ぎた頃 とする。

(プ ログラムの 3段階がこの練習 )

。 班巡視 しなが ら,生徒の反応を見る。

○ 課題が適切であったか。

e 生徒が真剣に課題にと りくんでいる。

。 後ろお りは既習の ものなので,よ り高 く

着地に入 るようにさせる。 (腕のつき )

6 不振児に対しては, フィー ドバックの ´

機会とし意欲的に学習させる。
0 個人指導する。

・  技能評価表をもとに反省させ,つ まずき

やElj達段階を知 り次時への意欲をもたせる。

⑩

さかあが り腕立 て前転後 ろお りをしな さい。

⑩
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纂3学年マ。S織技術。家鐘科 (男予笏き)学習指導案

昭和50年 11月 28園 (ω  第2時限於5の8

指導者  石  原    憲

1.単   元  2サ イクル機関のしくみ

2.学 習 計 画  (3時間完了)

第 1次 しくみと働き…………………1時間 (本時)

第2次 インジケータ線図…00… 。・…1時間

第3次 潤滑のしくみと特長・・………1時 FB5

3.本時 の 目標  (1)4サ イクル機関と比較した, 2サイクル機関の構造と,そ の作動原理を

理解することができる。

(2)自分の考えをすじみちをたてて整理し,積極的に発表できる態度を養う。

4。 準    備  プリテスト用紙,OHP,TP資料

授業の視点

(1)相互活動から自己の考えが確かめられ修正 されていったか。

(2)課題が,目標にせまるための意欲化,焦点化という機能として有効

であったか。

MEMO
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5.学 習 過 程

指 導 上 の留 意 点 ・ 評価

○ プリテストを行なう。 学習への興味や意欲づけをする。

①
②

4サ イクル機関の 4サ イクルという言葉には, どんな意味があったか。
2サィクル機関とは, どんな機関だと思うか。

動活習学

○ 各自問題にとりくむ。

○ 本時の目標把握。

O TPか ら比較 し,ま ず自分でノー トにか

いてみる。

○ 各自の指摘をもとに班で話 し合う。

○ 全体へ発表。

○ 自分で気づかなかったことを再度たしか

めて補ない,ま とめる。

共通 して両方にあるもの,ないもの,

あっても形のちがうものなど,比較の方

法をおさえる。

⑩   O 机間巡視。(相互活動)

・  シリンダーの穴から, ピストンが弁の

かわりであることを予測させる。

①②の関連から,本時の目標をつかむ

ようにする。

O ①②にわけて,で きた者の人数を

確認する。    鎌手)

・ 机間巡視。(イ国人的に補足説明)

0 ポイントはおさえられているか。

(相互比正)

○ 認知・態度目標は達成されたか。

⑤

2サイクル機関のしくみを, 4サイクル機関と比較せよ。

2サ イクル機関の動 きを観察し,そ の働 きを調べよ。

O TPの 模型から,動 きの観察をする。 .
0 掃気口 .排気口 .吸気口など三つの回

がピストンの移動で開閉する。

○ 各自が気づいたことを班内でどんどん出

し合い情報交換。

・  2行程で 1サ イクルが終了する。

○ 混合気の通 る路すじから,吸気 .圧縮…

…の下連の働 きを調べる。

○ 疑問点を整理 しながら班で話 し合 う。

○ 全体へ発表。

○ 掃気 。予圧の作用について再度班で話 し

合いまとめる。

。 ただながめでいるだけでなく4サ イク

ル機関とは異なる動 きであることを発見

させたい。

0 どんなことでも自分の気づいたこ

とを出し合えたか。

○ 机間巡視。(相互思考)

結論をいそがず問題点を明確にし,再

度考える機会を与える。

⑩

2サ イクル機関のしくみや働 きのあらましをノートにまとめる。

○ 学習の中身をノートにまとめる。

:補[:∫
どうしでみせあいたりない部分を

Φ
○ 本時の反省,短学活へのめやす。
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第3学年プ。8組技術0家庭科 (女子向き)学習指導案

昭和50年 ll月 28日 (釣 第2時限於調理室

指導者  戸  圏  や す 子

1.単    元  幼敗 の調理

2.学 習 計 画 (4時間完了)

第1次 調理計画………2時 FHD(本時2/4)

第 2次 調理実習………2時間

3.本 時 の 目標  (1)プロの調理上の性質を知 り,調理の手l頃 を適切にきめることができる。

(2)相互活動によって調理計画表ができる。

4。 準    備 OHP,TP資料,テ スト

授業の視点 0 生活経験,既習事項が,本時の学習の足がか りとなり学習が展開 され

ているか。

。 相互活動 により, 自己の考えを確 かめたり修正 されている力、

MEMO
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5。 学 習 過 程

学習用具の確認をする。 (相互活動 )

テストを行なう。

指導 上 の留意点 ・ 評価

○忘れものはなかったか。

O取 り組みはできているか。

動活習学

○

　

○

⑤

チキンライス,半じゅく卵 , のコンポー トに必要な材
・
料は何か。′ん ご

一

○

○

○

○

本時の学習目標を知る。

課題について,各 自で考える。

選んだ材料について班内で検討する(発表

献立

献立の特徴を調べる。 (教科書 )
⑮

チキンライス

半 じゅく卵

りんごのコンポ∵ ト

調理の手順を考え,調理実習計画をたてなさい。

1人分の材料と分量を調べる。(教科書)

各班の実習材料 と分量を決める。

チキンライス .半じゅく卵, りんどのコ

◎ ノー トに言己入できたか。

① 相互活動によりplE内 の色 々な材料

が検討されているか。 (机間巡視 )

冷飯をいためる方法にも気づかせる。

半じゅく卵の消イし,吸収に気づかせる

酸味の強いりんごを選ぶ。 (紅玉 )

代替材料に気づかせる。

準備課題と関連させる。

○ 相互活動により適当な材料と分量

が決められているか。 (机闘巡視 )

調理の手ll■ をきめる観点に気づかせる。

○ 班内で自分の考えをはっきり説明

ができ,他の人と意見交換を行ない

なが ら実習計画表はできてぃるか。

・ 調理法 との関連に気づかせる。

取 り組み,進曳 誤 り,助言。

○

　

○

　

○

ンポー ト,の作 り方を調べる。

○ 調理の手j頃 を考える。(個→班)

・ 加熱時間,食べる適温,こ んろふ

○ 各班で調理計画をたてる。

・ 材料,分量,用具,食器,手順,

相互活動によ り検討,修正 ,

婁点をノートに記入する。

0 調理実習計画は立てたか。提出

○ 今日の学習は解ったか。

⑩

役害J。

材料,分量,用具,手順は適切か,計画表を検討 しなさい。

○

　

○

ｉｌ
貌
ｌ
⑤
‐

をめとま
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第 1学 年 3組英語 科学 習指導案

昭和50年 11月 28日 (0 第2時限

指導者  渡  辺    浩

1.  題      材   L esson  16  1  1ike  dogs

2.学 習 計 画 (4時間完了 )

第 1次  Pttt(1)… ………………1時間

第 2次  Part(2)… ………………・1時間 (本時 )

第 3次  Part(3)… ………………1時間

第 4次 復習テスト…・・……………1時間

3.本 時の 目標  (1)主語+動詞 (like s)十 目的語の文型を理解し,表現できるようにさ

せる。

9)折 り目切 り目のある学習態度を身につけさせ る。

4.準    イ蔵 テープ・レコ
=ダ

ー, ピクチュア・カード

授業の視点

(1)こ の文型を理解,表現させるために, ⊇o you like γ ?と Does

lto like～ ?の 間答をバズ課題に選んだが,適切であるか。

(2)「書くこと」の評価の位置及び内容は,授業の流れの中で適切であるか。

(D折 り目切り目のある学習ができているか。

MEMO
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5。 学 習 過 程

前時の復習 (Short Test)を する。

本時の目標 を知 る。

指 導 上 の留 意 点 .評 価

0 チャイムと同時に学習活動ができた

か 。

O likesの 〔s〕 の発音が聞きとれたれ

主語がHO,shc,Mike… の時, like

lこ sをつけること,DOes,dOesnt を用い

る時は,原形にもどすことをおさぇる。

likeの後のsの有無に注意させて,ゅ っ

くり言わせる。

噸 きですか」の間答をしを基ふ。
|

sの発音をしっか りさせる。

答 える時,主語に注意 させる。

○ 正 しく聞きとれた力、 又言えたか。

間違いに気づかせ,記録 させる。

O 理解できたか。

veryの 〔つの発音,baseball,

basketballの アクセントに注意 させる。

○ 正 しく読めたか。

l  
査基 鼻盲寒讐顔管雪

   |

likeの後の sの有無に注意させる。  |

◎ 正 しく書 けたか。

次時の ShOrt Testま でに自分の間違

いを確認 させる。

動活習学

○

　

○ ⑤

ｌ

I like  dOgs

聞きとりなさい。

He likes

○ 新しい文型の説明を聞く。

li ke, likesの 関係は,have,⑩
hasの関係 と同じあることを知 る。

教師についてくり返 し,新しい文型にな

れる。

輪番法でする。

・つまずいてぃる生徒をみんなで助ける。

O Workbookの基本問題に取 り組む。

○ テープ,教師についてくり返す。

○ 自己評価表の課題に取 り組視

。 隣同志交換 して,正 しく採点する。

○ 宿題 と次時の指示を聞く。

④

―

―

―

ｌ
⑦

「あなたは ～ が好きですか。J「ItOは ～ が好きですか。」の間答をしなさい。

「 Tomは犬が好きですか。」
猫が好きですか。」「いいえ,

せん。」を英語で書きなさい。
」雪寒iま雪〕菖喜λ「媛査基禁鼻盲寒讐顔管雪
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第 R学年 lO織英語科学冒指導案

昭和50年 ll月 28醒 鶴) 第2時限

指導者  古  村  真 佐 子

1.題    材  Lesson16 1 like dogs.

2.学 習 計 画 (4時間完了 )

第 1次  Pa2n tl)… …………… 1時間 (本時 )

第 2次  PalR(2)………………・1時間

第 3次  Pを離 6)“……………・1時間

第 4次 復習テスト   ……… 1時間

3.本 時 の 目標  (1)既習の動詞 haveを用いた文と対比して, likeを 用いた文を理解し,

表現できるようにさせる。

(2)積極的に授業に参加しようとする態度を身につけさせる。

4。  準    イ薦 テニプ・レコニダニ, ピクチュア・カード

授業の視点

(1)バズ課題に生徒は意欲的にとりくんでいるか。

(2)「WFitingjの評価の位置,内容は,適切であるか。

MEMO
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5。 学 習 過 程

・ 隣接法で答え合わせをする。    9  0 正 しく答え合わせができたか。

○ 本時の目標をつかむ。 C 誤答を正確になおせたか。

教師の言 う2文を聞いて意味の違いを考えなさい。

学 習 活 動

○ 前時の復習をする。

・  ショート・テストをする。

○ 対人法で練習する。

・ 既習の単語を大いに活用する。

・ つまづいている人を援助する。

O haveと likeの意味の違いに気づく。

・ 教師の説明を聞く。

|:竃 Lri・

{ : :[Iliil[i::iches.

・
新11lII[il「

し口頭練習をして

指 導 上 の留 意 点 ・評 価

● チャィムと同時に学習活動がで きた

力>。

・ 動詞:likeの用い方がhaveの場合と全 く

同じであることに気づかせる。

C 場面から意味の相違に気づいたか。

O apple`peach が複数形になるこ

とを理解できたか。

O likeの否定文もhaveの場合と同様 ,

don'tを用いることを理解できたか。

・ 疑問文も同様であることに気づかせる。

0 机間巡視で班活動を観察 し活動を促す。

o 正 しく文が言えるか。

O複 数名詞―sは正確に発音されている

⑩

likeを 用いた疑問文とその応答文を練習しなさい。

likeを用いた疑間文に対する応答文を書 きなさい。

○ 各自でとりくむ。

・  likeが正しく使えて書ける。

0 基本的な理解がで きているかどうか挙手

させる。

0 正答と比べて誤 りがあれば訂正する。? 〇 正 しく書けたか。

○ 次時の予告をする。 ・ HOme Work,Short Testの 準備をさせる。
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第 盆学年 10組英語科学習指導案

昭和50年 ll月 28日 (0 第2時限

指導者  堀  場  正  美

1。 題    材   LessOn12 AkiO Visits the Smith Family.

2。 学 習 計 画  (5時間完了)

第 1次  Part(1)現 在完了… 1時 間

第2次  Part(2)現 在完了…・1時 間 (本時)

第3次  Part(3)現 在完了… 1時 間

第 4次  Part(1)～ (めの復習… 1時 間

第 5次 復習テスト :・ ……… 1時 間

3.本 時の 目標  (1)現在完了 償7)の疑間文とその応答文に慣れ 書けるようにさせる。

C)学習に積極的に参加し,協力すを態度を養わせる。

4。 準    ィ蒲  テープ。レコTダー, ピクチュァカァド

授業の視点

(1)現在完了 (完了)の否定文の意味の導入で書かせることにどれだけ

の定着が期待できるか。

(2)評価表をもとに確認過程で「書くこと」が十分に達成できるであら

うか。

(3)積極的に学習に参加 し,班での話 し合いをしているか。

MEMO
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5。 学 習 過 程

小 テス トをする。

・  教科書で各 自が正答を確め,

価表に記入す る。

指 導 上 の 留 意 点・ 評 価

講時の学音のポィントを確認させる。

○ 正しく文や単語が書けたか。

本時の目標に関連することを気づかせる。

動活習学

結果を評◎

次の英文を聞いて意味を考えなさい。

Have vOu cleanett yttr room ?  NO, I haven

l haven t cleaned it yet。

○ 現在完了 (完 了)の疑間文 と応答文の説

明を聞 く。
⑩

: 警礁l理醤聴LE醤 :璽[曇[警 if

P.59 練習 Bを 目頭で言いなさい。

0 7in人 で考えて目頭練習する。

・  わか らない人はわかった人に聞 く。

0 
鱗接法で問答をする。

本文の内容を理解する。

0 新出語句の発音と意味を確認する。

0 テープを聞いて内容を班で話し合う6

0 教師の補足説明を聞きチェックする。

・  教師について音読する。

0 役割を分担して音読する。

・  プリントに意味を書かせる。

O not… …yetの 使い方をおさえる。

O 否定の応答文を正しく言えたか。

③ どの程度達成できたか。

。 意味も考えて,発音・読み方に注意 させ

る。

O 協力して練習で きたか。

O 机間巡視 して蹟いている点の指導をするo

。 発音記号 と文字に注意 させる。

O yetと yes, seenと see,farmと farの

はじめの音が同じ口形であることに気づか

せる。

O 内容を理解 して音読で きたか。

0 積極的に班の話 し合いに参加 したか。

nOt… … yetに注意 させ る。

e 正 しく書けたか。

0 ノー トに問題文 と答えの文を書かせる。

④

現在完了の疑問文に対する応答文を書きなさい。

・  各自で考えて書 く。

・  評価表に達成度を書 く。

○ 課題 と次時予告をす る。

⑤
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第 3学 年 6組英語 科学 習 指導案

昭和50年 ll月 28日 (畿∋ 第2時限

指導者  奥  村  富 美 子

1.題      材   Lesson 12 Science a滅 You。

2.学 習 計 画  (6時間完了)

第 1次  Part(1)… ……・ 1時間 (本時)

第 2次  Part(2)… ……01時 間

第 3次  Part(3)… ……・ 2時間

第 4次 復 習   …… 1時間

第 5次 復習テスト……… 1時間

3.本時の 目標  (1)間接疑間文を理解させ,表現できるようにさせる。

(D 本文を読んで,内容を理解させる。

(D 積極的に授業に参加させる。

4。 準    ィ備  デープ・レコーダー,プリ・ポーストテスト用紙

授業の視点

(1)本時の授業で,プ リ・ポーストテストの役わりが果されているか。

(2)本時の目標を理解させるのに適切な課題であるか。

(3)課題に対 して生徒の活動は積極的であるかど

MEMO
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5。 学 習 過 程

○ プリテストをおこなう。

間接疑間文の表現法を知る。

0 疑間詞節内の語順が肯定文になること

を理解する。

・  意味を考えながら暗唱する。

教科書 P66練習Aの問題をする。

・ 各自問題にとりくむ。

・  班で答合せをする。

。 発表する。

○ プリテストの結果を集計し,問題の意識

イヒをはかる。

◎ 問題の把握ができたか。

○ 語llI,助 動詞,三単現の Sに ついて,留

意 させ る。

O be動詞,一般動詞の場合の語順が ,

理解できたか。

⑩

本 分 の内 容 を読 み と りな さい。

○ 新出語句を教師,テ ープのあとについて

音読する。

O ペアーで単語の発音・意味を確認しあ

う。

テープを聞いて本文の内容をっかむ。  |・

聞きとったことを確認しながら, 日本語④・

に訳する。

0 発表や教師の補促説明を聞いて,確認

する。

O 場面を想像しながら,本文の音読をする,

0 パアーで音読の練習をする。

ポーストテス トにより,ま とめをする。

次時の予告をきく。

-63-

。 〔OX〕 〔OX〕 〔au〕 の発音やアクセントの位

置に注意し,発音練習させる。

内容の概路を説明する。

主語+see+目 的語+原形不定詞,t勉 t

の訳し方に留意させる。

0 本文の日本語訳ができたか。

。 ポーベ イントネーションに注意させる。

◎ 適当な音量で音読できたか。

間接疑問文の問題 にとりくみな さい。

○ 間接疑間文が理解できたか。

j普 導 上 の 留意 点・ 評 /1y

DO ytt kmw? に次の文をっけ加えなさい。

(1)Wb is_he?  (2)WLt does he ltte?

学 習 活 動

⑤

ｌ



15組 数 学 科 学 習 指 導 案

昭和50年 ll月 28日 輪や 第2時限

指導者  塚  本    昇

1。 題   材  長さしらべ

2。 学 習 計 画  (7時間完了)

第 1次  ものの長さを測る……… 兄時間 (本時 1/2)

第2次 単位の換算練習 :,0・ … 3時間

第3次 距離の浜」り方 00・・・・… 1時間

第 4次 実演」練習 ……………… 1時間

3。 本 時の 目1票  (1)具体的な物 (机,本など)か ら,長 さをはかる単位を知り,鑢策のもの

さしの使い方に慣れる。

(2)根気よく学習する態度を身につけさせる。

4.準   備  ものさし,プ リント

授業の視点

。低 I.Qの 生徒 も学習に参加ができたか。

O本時の課題は,目 標達成のための適切なものであったか。

・ はっきりと発表す ることができたか。

MEMO
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5.学 習 過 程

学   習 活

○ 計 算練 習

○ 本時の学習内容を知る。

長さの単位が何であるかを話し合う。

0 1“ 。10磁 .30"の長さを知る。

長さをはかる単位は,何がつかわれているか。

指導 上の 留 意 点・ 評価

。 毎時間能力にあった計算練習をしないと

能力低下するので,プ リントで練習

(机間巡視,不振生徒指勤

・  高 I.Qの生徒はよく理解をしてぃるので

低 I.Qの 生徒を中l心 に%,鋼の単位につい

て考える。

・  長さの単位が理解できたか。(観察)

動

‐③
ｌ
ｌ
‥

⑩

|         ][  1日

【l llli: およそどのぐらいの長さか調べなさい。
|

0 1%の 長さを船
"の

ものさしでどうした

らはかれるかを考えさせる。

0 1%が およそどの くらいかを腕幅で理解

させる。

0 加法の応用ができないのでここで30+30

+30+10の 問題を練習。

0 1%が どの くらいの長 さか理解できた

か 。

(相互評価)

⑩

机, ノー トの縦と横の長さはどの くらいか。

0 30磁 ものさしで,机 .ノ ー トの縦横の長

さを測定する。

○ プリントで1&″ .7御 。15硼 .3".21

"の
直線の長さを測定する。

・ 低 I.Qの生徒は
"の

単位で,高 I.Qの生

徒は御まで読みとらせる。

・ 積極的に測定に参加できたか。

(相互評価)

釧の単位で正しく読み取 らすようにする。

高 IoQの生徒は時速の問題を出題する。

O 確の単位で正しく読み取れたか。

机間巡視 (不振生徒指導)

⑦

プリントの長さを正しくはかりなさい。

-65-



文

1。 題 材

2。 学 習 計 画

3.本時の目標

4.準 備

授業の視点

‰も次〔
ξてR:与藤1卜貯ァず :

しなボ

忽
越
鷺

■
ち

∂i表 :

第 3学 年 1組 下語 科学 習権導案

昭和50年 ll月 20轟 (ω 第5時限

大  脇  希指導者

唐詩鑑賞                         ‐

(4時間完了)

第 1時 読みの習熟をはかり,原詩を聞いて,音韻の美などをつかませる。

第 2時 杜甫の ,「絶句」をA~mし て,唐詩の味わい方をつかませる。(本時)

第 3時 李自・王維の味を味わわせる。              ‐

第 4時 他の唐詩を読ませ,さ らに関心をたかめさせる。

(1)杜甫の詩「絶句」を味わ うことによって,唐詩の読み方,味わい方をつ

かませる6

(2)確 実な評価活動をして,意欲的に学習に取 り組ませる。

学習のポイント表,朗読評価表

(1)個人思考と集団思考のけじめがはっきりしているか。

(2)指導の調整 と学習の調整としての評価活動が見られるか。

ノタダ奮■■鼻″れ

・
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5.学 習 過 程

「五月ばかりの曲里」を朗読する。

○味わい方をグループで話し合い,発表する。

○目標をつかむ。

○杜甫「絶句」の原文を対人で音読しあう。

指 導 上 の留 意 点 ・ 評 価

0評価表によって相互評価する。

本時の目標と,自文を板書する。

通釈できること,情景・心情を読みとるこ

とをはっきりさせる。

o読みは,お互い下回にする。  ‐

O「欲然Jの読みはよかったか。(挙手)

唐詩をどのようにして味わったらよいか。

⑤

ｌ

⑩

通釈を通して,情景・心情をつかみなさい。

ン
つ

寿
ノし表・発

　
ｏ

を

る

釈

す

通

表

た

発

え

を

考

釈

の

通

自

　

，

各

り

，

　

卜

よ

で
　
に

入

名

対

指

○

　

○

○板書を見て,意味のとれない漢字を,各 自

手をあげて言う。

○自文か ら,ほかに気づくことはないか考え,

各自気づいたことを発表する。

○解説文を参考にして, 次のことを考える。

9 0作者は,こ の詩で何をうたいたかったか。

0作者は,今 どこにいてこの詩を作ったか。

鎌9考えたことをもとにして, グループで話し

合い,全体へ発表する。

○都 (長安)か ら離れて,南国で,流浪の生

活のわびしさ,憂いをうたっている杜甫の

気持ちをつかむ。

e板書した自文に,発表された漢字の印をつ

け,通釈に必要な程度で意味をつかませる。

・ 起承転結,対句:絶句など唐詩鑑賞に必要

なことを,色 `場面の大きく違うところな

どに注意してつかませる。
0場面 (南国の春)と いうことを頭に描かせ

ながら通釈させる。

O通釈でつまづきはないか。(机聞巡視)

参発表をさせてから,補説する。

O「帰年」に注目させる。

0‐「自が旅人の悲しさをいざなう色」「推

移の感覚」「富吏 としての地位を再び得

る」「自然がそのエネルギーを,最 も充

実した形で示す時間」

0杜甫の境遇についても少しふれる。

O意見が活発に出ているか。(机間巡視)

，
①

鍼ギ争
,シ婆

::ダ¥f
襲∫ぎ譲屯≫

杜甫の詩の鑑賞を,ポ イント表を使ってまとめなさい。

○ポイント表に,き ょうの学習事項をまとめ

る。

○次時の学習内容を知る。

。時間が不足することが予想されるが,残 っ

た場合は,家庭学習でまとめてくることを

指示す る。

◎ポイン ト表での整理が うまくいってい

るか。(机間巡視)

⑤
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第 3学 年 6組社 会 科学 習 指導案

昭和50年 ll月 28日 (ω  第3時限

指導者  尾  関  昭  彦

、1.単   元  家庭の経済と企業

2。 学 習 計 画  (9時間完了)

第 1次 消費生活と家計 ………………… 2時間

第2次 生産のしくみと企業 …………… 6時間 (本時5/6)

第3次 商品流通のしくみとはたらき…… 1時間

3.本時の 目標  (1)資本主義経済のもとにおいての自由競争では,企業集中の傾向が生まれ

ることを理解させる。

(2)企業集中の形態には, どのようなものがあるか,そ の主要な形態につい

て理解させる。

(3)バ ズノートを利用し,自分の意見や疑間をもって積極的に話し合いに参

加できる態度を養 う。

4.準    備  教師 :企業合併の例  生徒 :公民資料集

授業の視点

0 本時の目標を達成しうる課題であったか。

。 課題解決の過程で,即時評価がどのように生かされているか。

。 確認課題と取 り組むことにより,本時の学習内容を理解するとともに
,

発展的課題に気づいたか。

MEMO
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―

5.学 習 過 程

動活習学 指 導 上 の 留意 点・ 評 価

9 本時の学習目標を確認する。

仄L■ 包
(考えられる発言)         ⑩

i彙I :1軋 

「」「F中
 
ている。

0 本時の中心課題を板書し,学習のめあて

をはっきりとつかませる。

話し合いを通して, 日本の総生産のうら

の大部分を少数の企業が生産していること

をつかませる。

「企業の集中」 ということを指導する。

O「企業集中」の意味がわかったか。

資料「合併の例」をみて, 企業はど して合併していくのか考えなさい。

○ 同じ製品を作っている企業同士の競争が

激 しくなるとどうなるか考える。

0 個人→班→全体へ と考えを深める。

(考 えられる発言)

・ 競争→宣伝・値下げ→利潤の低下→

共倒れの危険→企業集中。

・ 資本が大 きくな り,競争に勝てる。

・ 倒産を防 くも

○ 競争をさける手段 としての企業集中の形

態の意味をつかむ。

○ 個人で考えた後,班で話し合い,社会科

バズノートにまとめる。

0 資料「合併の例」を説明し,小課題を考

えさせるなかで中心課題へせまらせる。

0 全体の中での発言をもとにして,企業集

中の形態へ発展させる。

。 カルテル●トラスト・ コンツェルンの内

容について機 の図を禾J用 して説明する6

o カルテル oト ラスト9コ ンッェルン

がどんなねらいで形成 されていったか

がわ力>っ たか。

◎ 場合によってはフィードバックする。

0 本時の内容を確認しなが ら課題を考えさ

せ る。

◎ 企業サイ ドにたって考えてきた本時

の内容 を,発展的に消費者側か らとら

えることができるかを評価する。

②

企業集中が消費者にどのような影響を与えるかを考えなさい。

⑩

資料集P37「生産集中度」をあらわした資料からどんなことがわかるか考えなさい。
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第 1学 年 6組 数学 科学 習指導 案

昭和50年 ll月 28日 輪) 第5時限

指導者  永  野    進

1.題   材  関数のグラフ

2.学 習 計 画  (8時間完了)

.        第 1次 座 標……………………………2時間

第2次 いろいろな関数のグラフ………3時間

第3次 問題A.B… ……………………3時間 (本時2/3)

3。 本時の 目標  (1)与えられた条件から,グラフを利用して正比例,反比例の関数関係を式

|          に表わせるようにする。

(2)ま ず自分で考え,意欲的に学習にとりくむ態度を養う。

4.準   備  教師 だヽ黒板,プ リ・ポーストテスト用紙

授業の視点

。 中心課程における生徒達の相互活動の状態。

9 準備課程のバズと中心課程のバズについて。

・  プリテス トとい う形での生徒への意欲づけについて。

MEMO
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5。 学 習 過 程

学 指 導 上 の留 意 点・ 評 価

○ プリテス ト 。 プリテス トによ り意欲づけをする。

右の図は,正比例のグラフと反比例のグラフを書いたもので

ある。 P(4,8X,交 点 Qの グ座標は 2で あるとき,反比Fjiの関

係を表わす式を求めよ。

動活習

0 教科書, ノー ト等を参考にして問題に

取 り組む。

○ 本時の目標指示

・  机間巡視 (観豹
。 式ができたと思 う人を確認 (挙手)

認知目標,態度目標について

正比例グ=α χのグラフを書いたら,点 (10,-6)を 通る直線になった。

この正比例の関係を表わす式を求めよ。

0 各自ノー トにやる。 。 まず考えさせる。
0 %=一

:χ を得た人を確認 (挙手)

0 2人ペアで考え方を確認する。

発間 (2,6)を 通る直線の式を求めよ。

⑩・ 比例定数αの決め方をおさえる。
・ 状況に応じて問題の数を考える。

・  解答をいって,正解者を確認 (挙手)

直線ノ,π は正比例rl)グ ラフで, ノは点 (2,3)と Pを

通り,%は点 (4,2)と Qを通っている。直線 PQは χ軸
に垂直である。このとき, Pの グ座標が10で あるとき,

Qの座標はいくらか。

。 まちがってもよいか ら自分の考えをもつ

大切 さを強調する。

・  机間巡視 (状況把握)

0 班内の話 し合いに参加 (思考把握)

0 発表をまとめる。(是認,否認)

。 再度考えさせる。

・  失敗を恐れず発言し,疑間点があれば

必ず出せたか。(相互活動)

プリテス ト課題に同じ

「
―
―
―
「

○

○

○ ⑩

う

ｏ

各

　

各

で

結

―

―

―

説

合

・  各自解いてみる。

話し合いにより疑間解決する。

本時の反省,次時予告

ヒントとして,反比例はグ=発 を示す。
机間巡視で不振児の指導をする。
0 関係式のできた人を確認する。(挙手)

。 比例定数,座標等の求め方をまとめる。
O 認知,態 l~■ 目標の評価

⑩
○

　

○
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第 盆学 年 6織 理科学 習指導案

昭和50年 ll月 28日 (0第 5時限於第2理科室

指導 者  影  山  雅  乙

1。 単   元  原子と分子

2.学 習 計 画  (5時間完了)

第 1次 イヒ学変化のモデル化……… 3時間

第2次 分子の大きさ……………… 1時間 (本時)

第 3次 化学式と化学反応式……… 1時間

3.本時の 目標  Q)オ レイン酸の分子の大きさを測定することができる。

(2)話し合いや実験に積極的に参加し,協力して学習する。

4.準    備   OHP, TP, 実験の用具,薬品 (オ レイン酸のアルコール溶液, り任ヒル

ウム, ものさし,ス ポイド, メスシリンダー,水そう)

授業の視点

0 プリテストの実施は,問題の意識化や授業のヤマ場の設定に有効であっ

たか。

0 分子の大 きさの測定方法についてのバズは, この授業において効果的で

あったか。

MEMO
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5。 学 習 過 程

指 導 上 の 留 意 点 ・ 評 価

○ プリテストをおこなう。 ④O 学習課題表に答を記入させる。
|

(1)loo真ρぁづきを机の上にすきまなくならべ,正方形に広げたところ,

200ε月になった。これからあづきの直径を求めなさい。

(2)同 じ大きさの雨つぶを50滴集めたら 16月 になった。 1滴の体積を求め

なさい。

(3)オ レイン酸の分子の大きさが浜Jれ ますか。

○ 班 ごとに答を確認する。

動活習学

③

○ 解答をO II Pで提示し, とくに体積・面

積・直径の関係,オ レイン酸の性質につい

て理解させる。

O 直径=体積/面積であることが理解

されているか。

オレイン酸の分子の大 きさを測定 しなさい。

実験方法について話し合 う。

・  まず考える→ 話し合 う→ 発表する。

実験の
'頃

序や係分担について話し合う。

班ごとに実験をする。
0 オレイン酸 1滴の体積をはかる。
O オレイン酸膜の面積をはかる。

○ 生徒にこの実験方法をくふうさせること

はむづかしいと思 うが,プ リテストの結果

などを生かして,ぃろいろと考えさせるよ

うにする。

O 実験方法がくふうできたか。

観察ノー トを参考にして話し合わせる。

とくにつぎの点に注意させる。
● オレイン酸 1滴の体積測定は,数回の

平均をとる。

。 オレイン酸の面積測定は,すばやくお

こなう。

あ
°

○ 机間巡視をして注意事項を徹底させる。

オレイン酸の分子の大 きさを計算 しなさい。

実験資料を班 ごとにまとめる。

0 観察ノー トに班の測定結果を記録 し,

計算する。

実験器具をかたづける。

次時の予告を聞く。

○ 減J定結果をもとに,分子の大 きさを計算

させる。

0 分子の大 きさの沢J定法がわかったか。

O 実験器具のあとかたづけなどの係分

担が責任 をもって果せたか。

③
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第 1学 年 2組 音 楽 科学 習 指導案

昭和50年 11月 28日 (ω 第5時限於音楽室

指導者  平  井  豊  秋

1。 題   材 旅 愁

2。 学 習 計 画  (3時間完了)

.         第 1時 主旋律の歌詞「昌・ 2部合唱の練習。

1         第 2時  2部合唱の習熟・非和声音についての理解 (本時)

第3時  2部合唱十器楽伴奏・倉」作「和音とメロディー」

3.本時の 目標  0)お 互いに相手の声部を聞きながら2部合唱ができるようにする。

:        (2)非 和声音について理解させる。

4.準    備  教師 アルトリコーダー・プリント・進度表

1         生徒  アル トリコ
=ダ

ー・ プリン ト

授業の視点

アル トリコーダーの練習は班ごとに協力して意欲的にできたか。

プリントの問題をやることによって非和声音の理解が深まったか。

MEMO
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5。 学 習 過 程

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点・ 評 価

Q アル トリコーダァの練習をする。    10 笛が苦手な生徒の個人指導をする。(机間

巡視)

・  班ごとに練習や審査をする。    ?  ・  生徒同志で相互評価をする。

0 3～ 4つの班が発表をする。

○ 高音部・ f_t音部にわかれて旅愁の二部合

唱をする。

0 パート練習をする。

。 二部合唱をする。

0 美しいひびきになっているか考える。

0 教師が即時評価をする。

0 姿勢 .国 の形に注目する。

。 ちがった音程でうたっていないか相

互評価をする。

・  パー トのバランスを考えて二部合唱

ができたか。(相互評価)

| 二 部合 唱 れ な さい。
|

⑮

11段 目のメロディーは どんな和音がもとになって作られれ る`力経えなさい。
|

○ 指名された生徒は発表する。 ° I Ⅳ V V7で答えさせる。

○ 非和声音について教師の説明を聞く。  |。  できるだけ音を通して説明をする。

, 非和声音の大切さと,非和声音を見つつ  6 非和声音について理解できたか。(挙

ける方法を知る。 手)

プ リン トの 問題 をや りな さい。

° IⅣ V V7の 記号を書き,非和声音にX印

を書 き入れる。

○ 班で答あわせをする。

○ 指名 された生徒は答を発表する。

○ 正解を確認する。

0 机間巡視

。 よく理解できていない生徒に個人指導を

する。

0 自己評価をさせる。

O 何人の生徒ができたか調べる。(挙手)

⑩
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第 盆学 年 4組 美 術科学 習指導案

昭和50年 11月 28日 (0 第5時限

指導者  林    敏  明

1.単   元  版画 ― 多色届Jリ ー

2.学 習 計 画  (14時間完了)

第 1次 多色本版について,題材の決定 ……… 1時間

第 2次 アイデァスケッチ ………………………1時間

第 3次 下絵の構成 ………………………………2時間

第4次 下絵の着色 ………………………………3時間 (本時 2/3)

第5次 版の彫りと刷り上げ ……………………6時間

第 6次 鑑賞・反省 ………………………………1時間

3.本時の 日標  (1)形態の単純化とともに調和のある配色,計画的な着色ができる。

(2)配色計画にもとづ く作品の検討をし,意欲的な制作ができる。

4。 準   備  生徒作品.着色用具.ス ケッチブック

授業の視点

○ 班の発言が学級全体の学習を進めるなかでどのようなかかわりをもった

か。課題は単に理解する,記憶するのではなく,発見する,倉J作するもの

であったか。

○ 即時評価は各過程で適切に行なわれたか。

○ 本時の目標にどの程度せまることができたか。

MEMO
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6.学 膏 逼 穣

本時の目標を把握する。

。 計画的な配色で制f/Fす る。

。 よりよい作品を意欲的につくる。

今までの下絵を再検討する。

・  醜色ιま計画的にすす めたかを考える。

指 導 上 の 留 意 点 `葬 極

○ 爺」作意欲への動機づけとする。

・ 配亀効果の重要性を理解させる。

○ 自己の制作方法に疑間をいだかせる。

○ 配色計画に疑間を感じたか。

動活習学

③

銅色計画はどのようにすればよひか考えよ。

○ 自己の下絵の反省をし, どんな点に留意

して着色したか考える。

Q 既習事項から想起して留意すべき点を⑦

明確にする。

○ 班 ごとに配色計画について発表する。

○ どんな配色計画があるかを生徒に見い出

させる。

。 課題 1/C対 する考え方の糸目を助言す る。

○ 前時の学習とのかかわりを大切lrcす る。

。 醜色計画の焦点イしをはかる。

配 色計画 に従 つて修正 し,着 色せよ。

○ 何を修正すべきか。どの計画で進めるか。

を決め制作する。

0 類似の配色,対照の配色,無彩色を混

ぜた配色,自 や黒を使った配色の中から⑩

選ぶようにする。

○ 全体に共通な問題点を上げ, 自己の作品

と見比べてみる。

○ 再度留意点そふまえて着色する。

○ 各自に計画を明確にさせる。

。 それぞれの方法で留意すべきことを補

説する。       |

O 着色の方法,理解のずれはないか。

(個別指導)

○ 班で問題点を指摘し合い,他のよい所を

積極的に取 り入れるようにさせる。

○ 問題点に気づき積極的に制作したか。

互いに下絵を比評し,自分の作品を見なおせ。

○

　

　

○ 彗警菫[量曇I::配
色彎果を検討する

)○

0 自己の次時へのめやすを知 る。

今後留意すべきことを確認する。

0 どうよくなり,残 った問題は何か。
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第1学年901◎織(男子)体育轟学冒指導案

昭和50年 ll月 88日 (釣 第5時限於体育館

指導者  小  森  好  治

1。 題   材  器械運動

2.学 習 計 画  (14時間完了)

第 1次 鉄棒運動 ………0:.… .5時間

第2次  マット運動 ・・…………5時間 (本時 2/5)

第 3次 とび箱運動  …………4時間

3.本 時の 目標  (1)開 lll前転・開EIB後転ができるようにする。

(2)前転→開脚前転・後転→開脚後転へと発展させる。

(3)評価活動を通してお互いに協力し健康・安全に留意し自己調整機能を養

う。

4.準   備  教師側 マット12枚  踏み板 6台

生徒側 運動技能評価表

授業の視点

0 運動技能評価表による生徒同志の評価は適切であったか。

。 課題の構成・提示のしかたはよかったか。

・  評価活動を通 して生徒が意欲的な態度がみ られたか。

MEMO
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5:学 習 過 程

○集合・整列・準備運動

・ 各班ごとに集合し整列しふ

0準備運動を行ない,マ ッ

し点検をする。

指 導 上 の留 意 点・ 評 価

。健康観察を行ない,服装・見学者の指示を

する。

・ 準備運動では関節を重点に柔軟運動を行な

わせる。

O班での協力性・安全への配慮がみられた

力>。

O技能評価表をみさせることによって,開脚

前転・開脚後転の課題を確認させる。

健康観察をする。

卜 踏み板を準備

⑩

○本時の説明

e本時の目標を聞き,学習意欲を持つ。

○前転・後転の取 りくみ方を知る。

・ 前時に行な った学習内容を想起しながら

行なう。

・ 運動技能評価表により班あるいは/in人に

よって評価しあう。

・ ひざ,脚を伸ばした姿勢から開脚に入 り

手前に手をつき立つ。

。できる者は手をつかずに行ならたり,

きない者の補助をする。

前転 :後 転 に取 り組 みな さい。

0班巡視を行なう。

・ 手・頭・背の位置はどうか,技能のポイ

ントについて相互評価させながら定着イヒ

を図る。

・ 足をマットにつけると同時に体を前へつき

出すように留意 させる。

で⑩ O班巡視を行ない生徒の状態,反応を知り,

⑤

体の場 りを利用 し開脚前転 をしな さい。

0回転力を身につけて後転ができるよう練

習する。

G連続技能がスムーズにいくようにする。

○整理運動・整列をする。

・ 整理運動を行ないマットを運び整 rlJし ,

班 ごと評価表に書 き込み,次時の課題を

発見する。

それに応じフィー ドバッークさき,意欲 をも

たせる。

回 転 力 を利 用 し開 脚 後 転 を し な さ い 。

0回転の方向,開脚のタイミングに注意する中

・ 各班ごとに随時,技能評価表などを利用

し,後転からの回転力を身につけるよう

にさせる。

0体や脚の曲げ/ifば しのリズムをつかませる。

。本時の課題について生徒同志で再評価さ

せ開脚から前転・後転をする。

⑩O運動技能評価表に書き込む中で自己のつま

づきを気づかせ次時の意欲をもたせる。

O最後まで協力性がみられたか。
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煽 り・ 回 転 力 を利 用 し て 行 な い な さい。

動活習学



鰊濾学年●en膠織披範9敷庭導 (資子幼■)学習鶴導案

吻mso年 l量 薦30国 モ翁 第5鼈憮於量の10

指導者  国  ∫!1 正  予

1.単   見  本製品の設計

2.学 習 計 画  (5時間完了)

第 1次  もののできるまで。。…ri l時間

第2次 設計の要素………………2時 間 (本時 2/2)

第3次 構想図……………………2時間

3。 本 時の 目標  (1)本材の組織や性質から,板のじょうぶな使い方を知る。

.        (2)自 分の考えをもって積極的に話し合いに参加することができる。

4.準    備  木材 O.H.P プリ・ポァストテスト用紙,TP資料

=  授業の視点

MEMO

(1)本時の課題 |ま ,目 標達成のために適切であったか。

(2)相 互活動により, 自己の考えが確かめられ修正されているか。
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5.学 習 課 程

プリテス トを衛iう 。

本時の学習内容・ 目標を確認する。

指 導 上 の 留 意 点・ 評 価

。 生徒の反応を見て,・ 樹皮と樹心に分けて

観察するよう指示する。

0 全員参加して観察を行なっているか。

相互思考

こぐらの年輪の違いに気づかせる。

0 自分の考えをもって話し合いに参加

しているか。

力ゝ。

0 繊維の強 さ,変形か ら考えさせる。

O 生徒の反応により自己または相互活動。

動活習学

o 目標をT.Pで示す。

本材を観察し, 組織について調べなさい。

○ 班で木材を観察し,気づいたことをノー

⑤

ｌ
ｌ

卜する。

O 色の違い。年輸.硬 さ.水分

○ 指名された生徒は,発表する。

○ まさ目板と板目板を観察し,材のと

を調べる。

り方
占

木材の組織について教師の説明を聞 く。

0 名称.含水率.材のとり方。年輪等。

ついてまとめる。

○ じょうぶな板の使い方をまとめ,ノ ー ト

する。

L木 材?性岬
い うぶな板颯 坊 を考え

―  |

本材の組織や性質から板のじょうぶな使い方がわかったか。

○ ポース トテス トを行ない,班で確かめ合

つ。

○ 次時予告

。 相互活動の結果から短学活や家庭学習へ

の指示をする。⑤

○

　

　

○
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第 2学 年 盆組英語科学 習指導案

昭和50年 11月 28日 (斜  第5時限

指導者  川  口  四  郎

1。 題    材   LessorL 12 皿 dO Visits the Smith Famiけ

2.学 習 計 画  ・
(5時間完了)

第 1次 Pttt(1) 完了を表す現在完了形 。… 1時間

第2次  Part(2) 完了を表す現在完了形 ・̈ 1時間

第3次  Part(3) 経験を表す現在完了形 0̈1時間 (本時)

第 4次 復習     Part(1)～ (3)の復習  … 1時間

第 5次 まとめ5   現在完了形のまとめ … 1時間

3。 本 時 の 目標  (1)経験を表す現在完了形とともにever,neverの 用法を学ばせる。

|        (2)積 極的に学習活動を行ない,目標を達成しようとする意欲を養わせるo

4.準    ノ蒲  テ_プ .レ コーダー,ピクチュア・カード,フ ラッシュ・カード

授業の視点

(1)本時の目標を達成するのに適切な課題であるか。

(2)授業の流れの中で,Writingの 位置づけは適切であるか。

(3)課題に対する生徒の活動は意欲的であるか。

MEMO
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5.学 習 過 程

前時の復習 (小テスト)をする。

0 正答を確かめ,評価表に記録する。

基本文を理解する。

・  基本文を注意して聞く。

。 教師の説明を聞く。

O 教師の後について基本文を音読する。

プリントを用いて練習する。

・  教師の後について間答する。

。 ペアを組んで間答する。

本文の内容を理解する。

。 新出語句を含んだ文を音読し,意味を

確かめる。

。 テープを聞き,内容を班で話し合 う。

・  各自,本文を音読し,内容を理解する

。 疑間点があれば出し合い,解決する。

0 補足説明を聞き,ポイントを確認する。

テープの後について音読する。

パー トを分担して対話する。

指 導 上 の留 意 点・ 評 価

O  not yet, How far is it～ ? 力ゞ

正しく書けたか。

O ever,neverを 伴 うと,現在完了形が「経

験」の意味になることに気づかせる。

O Have you evё r～ ?I havettettr)

～が音声・文字両面から理解できたか。

。 練習によってこの用法にli■ れさせる。

。 新出語句 cl遍b,Mt。 の説明を加える。

。 机間巡視 して活動状況を観察する。

。 よどみな く間答できるようになった

か 。

O Di激 )gの中 で,経験を表す現在完了形

の用法を理解させ発展させる。

。 HOw Often htte you been～ に触れる。

・ 教科書を閉じさせる。

0 話し合いによって,疑間点が解決で

きたか。

O それぞれ役になったつもりで対話させる。

動活習学

③

①

○

　

○

○ 自己評価表に解答する。

0 正答と比べ,誤 りがあれば訂正する。⑦
○ 課題 (P.60練習D)と次時の予告を知る。

宙sit,hⅣe beenい ずれを用いてもよい

。 「書 く」ことによって,経験を表す

現在完了形の用法が理解されたか。

次の英文を聞き,「～したことがあるか」「～したことがある」

「～したことがない」を英語ではどう表現するのか考えなさい6

Htte yOu ever～ ? Yes,
を用いて間答しなさい。

I have～ 。 No, I have never～

「 あなたはアメリカヘ行ったことがありますか」「 いいえ, 1度 も行

ったことがありません。 イギリスなら 1度行 きました」 を英語にか

えなさい。

-83-



15組 英 語 科 学 習 指 導 案

昭和50年 ll月 28日 (ω  第5時限

指導者  渡  辺  俊

1.題 材  会話2.This is a

2.学 習 計 画  (3時間完了)

第 1次 会話2.This is a _・ ・… 3時間 (本時 2/3)

3.本 時の 目標  仁)Full Senterlceに よる英文の言い方:こ 親しませる。

(2)身近なものの名前を英語で言ったり,聞いたりして,英語に対する興味

や関心を深めさせる。

4.準   備

授業の視点

O ABCか るた (単語カード)

MEMO
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(1)自 分の身のまゎりの生活について,理解し,英語で表現できるように

する。

(2)言語活動が,単に英語と日本語との置 き換えに終わらないようにする。

G)話 しことばを中心に,みんなで協力 して,元気よく学習できるように

させたい。



5.学 習 過 程

学 習 活 動

○日常のあいさつを英語でする。

指 導 上 の留 意 点 ・評 価

・ イントネーション,発音に充分気をつ

○ 十分声を出して言えたか。

OT→ P,P⇔ P,P→ T,であいさつを⑤  けさせる。

する。

ABCSONGを 元気よく歌いなさい。

〇楽 しく英語の歌を歌う。

・ =字―字はっきりと発音する。

⑤ ABCが 26字 とも読めるか。

⑩
・活字  大文字を思いうかべながら歌う。  0 :～

iI:曇[璽 I[[]さ

せる。

「ABCか るた」を使ってかるたとりを行ない,u.is is a～ F
という表現をしなさい。

○ カードを拾わせ,Tl■is is a～ 。 という

表現をする。

S 身近鐘ものの名前をできるだけたくさ

んおぼえる。

○ 簡単な英語の質問に答 えられるようにす

る。

・ できるだけはっきりと単語を発音させ

る。

⑤ 上位の生徒 1名 に読ませる。

O 正 しくカードをとれたか。

O 楽 しく力>る たとリカゞできたか。

O 英語の質問に正 しく答えられたか。

⑩

先生の説明をよく聞き,黒板の文字を写 しなさい。

○ 自分の拾ったカードを,順番に班の中で

発表する。

・ WORD CARDSの 絵を見て,英語で

言ってみる。

・ 日本語で単語を言って,英語で言える

ようにする。書 く練習をする。

・ 書 く練習をさせる。単語を書けない生

徒は, カタカナで書かせる。

○ 正 しく文字を書 くことができたか。

O アルファベットを興味を持って学

習できたか。

⑩
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教 科 別 要 項



|.財轟科での実践

1, 国語科の評価についての考え方および評価活動計画

菫徒]電磁亀鷲偉露[炉汐して発想されたバズ学習では,生徒間で課題に対する理解や態度の評

価がたえず行なわれているはずである。では, その評価が的確なものであり,ひ とりひとりの生徒

の主体的な学習に結びついているのであろうか。評価 (即時評価 )を ある角度から考えてみると二

つの面か らとらえること力
iァ きる。→ きま教師?指導の調整のそれでみ⊇r,他 は生徒の学習の調整

の評価である。つまり,評価 :ま調整耐 ==こ 結 びついているもσ≧考えることができる。そう考えて

みると,生徒の学習の調整作用は (自 己の学習の調整一自己の目標の決定一自己学習 )と いうよう

に,主体的な学習に発展するはずである。そこで,評価を意図的に学習過程のなかに位置づけてい

けば, ひとりひとりの生徒の主体的な学習がなされていくことと思われる。

2)評価活動計画

ア.学習過程におtす る評価の位置や方法を考え, 実践する。

イ。四分野に適した評価方法を考え,実践する。

ウ.評価の意味を学習させる必要がある。その具体的な実践の場を設定すること。 (生徒の実

態 .興味 。継続性などから朗読学習を毎日の授業のなかに組みこむ。 )

2, 実践例

(1)学 習過程における評価

学習過程のなかで評価をどのように位置づけるか 方法をどうするかは重要な問題である。国語

科 としては教材によつて大きく左右されるので常時一定の位置づけは不可能である。そこで,次の

ように考えて実践している。

ア.教師の指導の調整のための評価 一 挙手・生徒の反応・机間巡視

イ.生徒の学習の調整のための評価 一 発表・説明 0ノ ー ト

ウ.班活動の調整のための評価 ――班長による評価

〔考察〕評価を教師の指導の調整と生徒の学習の調整とに判然と分けることは不可能ではあろ

うが,少なくとも課題に対する評価をそのように意識的に教師がとらえることは,教師の授

業の組み立てや生徒の主体的な学習にプラスになると思われる。

餞)分野別の評価

ア。聞くこと話すこと

評価の観点を示し
゛
て話す内容 を検討させ るとともに,観点によつて発表の内容を点数で評価 す る

実践。 〔方法〕C)7つ の班が9項目で 9点 ずつ もつ (1点 × 9項 目× 7班=63点 )C教師は 1項 目

につ き3点 もつ (27点 )③参加点 を10点 とする④ 発表 した直後に各壼は 9項 目を検討して点数をカ

ー ドで示 引Э教師 |よ記録用紙に点数 を記入するC教師の批評 〔考察 〕C評価 の観点に留意 して話せ
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ば相手によく伝わるものだということに気づいた。②話の構成や練習に意欲をもって取り組み)発
表力にやや欠ける生徒 も真剣に家庭での練習に取 り組み,今 までにない活発な授業展開がみ られた。

C評価する者ιま話を聞きながら自分のものと比較することで自己調整することができた。
イ.読むこと

読解のポイント表・鑑賞のポイント表・課題表を使い,それぞれのポイントを評価させながら学
習をすすめる実践。 〔論説文の読解のポイント例〕C形式段落に番号をつける②段落相互の関係を
つか恕Э接続詞に鋳線をつけ接続型をつかむC指示語に傍線をつけ指し示す語をつか歓Э中心文
(中心語)を つか怒Э要約する⑦構成図をかく 〔考察〕生徒に学習の方法を学習させる必要疹あ
る。国語の読解や鑑賞はばんゃりしてして 何をてがかりにしたらよいかわからない と生徒か らよく質問

をうける。 しかし,ポイントで着眼点 を示すことにより,て がか りが与えられ, 自主的に学習でき,

活発に意見交換ができるようになった。それゆえに,教師はポィントを示したり,具体的に課題表

を提示して,教材に積極的に取 り組むてだてを作ってやることが肝要である。

ウ.書くこと

課題表で評価の観点を示し,構想表をつ くり,短歌の鑑賞文を書 く実践。 〔考察 〕作業段階の評

価の観点を示すことによって, 自己評価 と相互評価を密接に組み合わせ,そ れぞれの評価を確実に

させて学習をすすめるのであるが,ただ,個人差による進度差に問題がある。 しかし, その問題 も

確実な (自 己評価 一相互評価 )の パターンにより,意欲的にな り克服 される。また,そ れぞれの段

階の重視により作品主義的な作文指導 も克服される。

工.文  法

プリテストを使って学習の課題を把握させる実践。〔方法〕①何もみないで自分でやる②班で検
討する③教科書の説明を読む④分析らんに記入する〔考察〕①意欲をもって取り組む。②なにを学
習するのか明確にとらえる。鎌 科書の説明を慎重に読み自主的に解決せんとする。

8)朗 読学習の評価

読むことの分野で朗読指導はとかく軽視されがらである。だが,毎 日継続することによって興味
や意欲を持ち,ま た,評価の意味も実践のなかで理解できるとの理由から設定した。〔場〕授業開

始後の5分間。班単位。〔方法〕範囲は計画表で指示。それに基づいて1名 が朗読し他の者が評価

する。に考察〕C相互評価が生徒を変えていくことに気づいた点や読む姿勢が意識化された。C能
力が如実に評価表に示されるので各自の調整作用は当然行なわれる。教師はその点 を考慮して助言

や励ましをしてやること。③ 学習過程の評価活動に転移する。  ※実践した評価の例は層J紙 で

3,問 題 点

評価が生徒の学習の調整のために役立 ら,ひいては生徒の主体的な学習に結びっ くとの仮説 を立

てて実践しているのであるが,そ れが生徒全員に理解され,真にひとりひとりの生徒 をつ り動かし

意欲的な学習状況 をつ くっているか。評価の形式面にとらわれていることが多々あるのではないか。

評価 についての学習を深め ると同時に生徒の納得のい く場 (学習調整の場 )を教師が意図的につ く

り,ひ とりひとりの生徒の指導を地道にすることが今後の課題である。  ‐
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|れ 社会科で鰊実は

1, 社会科における即時評価のね らい

「知識の切り売 りだけでなく,多様な情報の海濫する現代社会で,主体的に課題ととりくみ解決

できる能力 と態度 を育成 し,社会的意識を育てる授業 を 。…。・・。J わたしたらのこんな願いが,

社会科における即時評価活動の研究の基盤になっている。

パズ学習においては,周 pllに用意 された課題 とそれに もとず く生徒の相互活動による理解 と思考

の深まりが,・ 授業が成功 するために必要なことはい うまで もない。 この場合,社会科 では,生徒の

生活経験や既習の知識に依拠して課題の解決 を目指すことが多いため,理解や思考の内容は多様で

ある。そのため,学 習活動をたしかめ,社会科の基礎 的知識の理解の促進 と定着を図るとともに,

新しい認識をもとにした社会的意識を培 う即時評価をする必要があるだろう。すると,生徒は即時

評価の活動によ り理解 が深まったか否かを明確にする過程で, さらに理解を深める努力や新しい課

題 をとらえ,そ れ ととり組む意欲を持つことになるだろう。 また,即時評価の くり返 しと相互活動

は,■自ら学習をすすめることのできる,つまり, 自己調整のできる生徒を育てることになるだろう。

上述のような仮説の もとに,学習の流れのなかで即時評価をし, 自己実現を追求する授業過程の

研究をこ,こ ろみた。

2,授業の組み立て

.社会科に'限 らず, 一般的な学習過程の中 では, 課題 → バズ → まとめ → 評価 とい うllFで, 評

価がなされている。しかし,社会科においては, もちろんこの過程 も大切にしていくのではあるが,

授業の最後の段階で実施する評価を重視したい。 もともと社会科の本来のね らいは,単なる知識を

理解させるのではな く,そ の新しい知識,認知をもとにして, どのような考えをもつようになった

のれ  自己の考えをどう変革したのか,新 しい認知によってどのような疑間を抱 くようになったの

か とい う.津 己啓発である。 したがって,即 時評価 も,当 然のことなが ら生徒の意識の変容がどのよう

になされたかをみるべ きである。この観点にたうて,授業の最後の確認課題を評価 との関連の上で

とらえてみた61つ まり確認課題はそれを考え,話し合 うことによって,授業をふまえた上での新し

い考 え方がで きるかどうか とい う点で社会科評価とのかかわ りがある。ここに社会科における即時

評価の独 自性があるふこの評価を具体的に認識できる手段 として,社会科バズノー トを各班 ごとに

作成 した。 バズノー トでは班内の相互評価によって,考えたことを記述するものとしている。

このようなバズノー トによる社会科独自の評価 と学習のながれのなかでの即時な評価 を組みいれ

た社会科授業の組 みたてを以下のよ うに考えてみた。

llII][[頸吟]壌Ъ憬曇「うよ:ilTE'ィ 1環箋了ξlξ番∫修LT)i::(lI進彗t'さ [t。

o 中心課題  本時の中心に迫る課題ととり組 ませ,理解の確認や思考をうながすために,学

と評価 習の中心になる中味がわかったかどうかたしかめたり,思考のつまずきをたし
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かめ, フィー ドパック情報を与た,再びバズ活動 をさせる。

o 確認課題  確認課題を解決することによ り,本時の字習内容の理解の確認と定着を図 り,

冬容確認か ら,つ ぎへつながら発展的課題を続発さぜ る。

この評価活動を実施 するにあたって,生徒につぎのようなことを期待 した。

o 確認課題を通 してバズプー トに記述す鮨ことは,本時の字 習鶉容が理解で きたと同鋳は,す

でに学習した内容を新しい視点 か らとらえ直すことができ, さらには,つ ぎへの%が,興味を

換起 し,学習とのとりくみの意欲化を図るととになんであろう。

。 バズプー ト記述の種み重ねをしてい (す ば,社会科的なものの見方,考え方が身についてくる

のではないか。つまり,社会科は「知識をおぼえればよい」 とい う考えか ら脱皮して,学習し

たことをもとにして社会全般へ目を向ける力がついて くるであろう。

3,「評価活動の例」の考察と今後のFns題点

「国家とは何かJを 理解させるために;学校と比較させ

ることにより,国家を構成する三要素に気づくことがこの

話し合いの目的である。「主権」ということば自体は理解

できなくても,国会とか裁判所とかいった内容■l‐
は把握さ

れていることがわかる。教師はこの内容か ら,本時の目標

に対する生徒の知識・意識の程度をつかむことができる。

また,確認課題の「学校間の交流と国家間の交流では,

どんなちがいがあるか」のならいで,国家を構成する最 も

重要な要素である「主権」についての理解を確認すると同

時に,つ ぎへの意欲づけ,発展的問題への把握へと,興味。

関心をつなげている。国境の問題,他国の領海に入ること

への問題が話し合いによって導きだされてきたことは,主

権の平等,国際輿係への問題へとその内容がより深 く, よ

り発展していっていると解釈してよいと思 う。

上述のことから,社会科においてのバズ活動と評価活動

によって,生徒たちは,つ ぎのように変容しつつある。

o l時間の授業で,単に部分的な内容を理解するにと

どまることなく,す でに学習した内容を新しい視点か

ら見直すことができるようになってきている:

o 発展的課題に気づくことにより,興味,関心を換起 し,つ ぎへの学習意欲を促 している。

このように,社会科のねらいとする意識の変革を,確認課題による即時評価とい う方法によって

継続的に,かつ多方面か ら培 うことができる。 しかし,即時評価の方法,評価のとらえ方,確認課

題の とりだし方など多 くの問題を山積してい る。
|
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◎ 課 題 ;学校と国家のちがいから国家を構成する要

素を考えよう。

(話 し合もヽのメモ )

K.学校には自衛隊がない。

I.一定の領土に住んでいるのが国家で学校には定住

していない。

M.国家は民族にょらてゎかれているが,学校は分か

れていない。

Y.自 国の空を他国の飛行機がとんでいたらそれをう

ちおとす国もあるが,学校の上を飛行機がとんでい

たとして もそれそうちおとす権利はない:

Ⅱ.学校には国会 とか裁半J所 がない。

K.学校は独立性がなく,た えず外部からかんしょぅ

されている。

M.学校には産業がないが国家には産業がある:

Y.国 家には領土に他の国からの侵略などしりぞける

ことができるが,学校では運動場に入ってはいけな

いといえない。

◎確認課題 ;学校間の交流と国家間の交流ではどんな

ちがいがあるか。

(気 づもヽたことのメモ )

。日本では国境が海だか らあまり気づかなかったが ,

西 ドイッと東 ドイッは同じ ドイツ人なのになぜ国境

があるのだろう。

・ 南ベ トナムだったか,政府とかが一つではなかった

ようだったが どうなつているのだろう。
。そういえば漁にでていて外国の海まで入っていって

つかまったという話を新聞で読んだことがある。

・ 国家と国家とは,平等だというが,そ うでもないよ

うな気がする。

◎評価表 耳lolIIOIKI◎ 1平 |○ ITIOIYIO



|||.数学科での実践

1, 一般的な授業の流れの中で

評価活動は授業のあらゆる場面で行 うことができる。たとえば課題提示の場面で「課題の意味が

わかったか」 という評価は必要だし,課題へのとりくみ自体がまさに評価活動そのものであるとい

える。さらにバズの場面では,説 明する側の生徒は,そ の過程であやふやのところがでてきたり,

「なぜJと 問われて自分にもわか らないことに気づいたりするι説明を聞く側の生徒は「どこがわ

からないか」を確かめながら聞かねばならない。ある意味では,バ ズ活動 自体がひとつの評価活動

であるといえる。いわゆる相互評価である。

このように評価活動が他の学習活動 と密接に結びついているのは事実であるが,そ れだけに,生

徒は意識しようとしまいと自己評価をやっているということで,ゎ たしたちは甘んじてきた。それ

を意な化させることの意味や値打 ちはよく理解しつつ も, なかなかとりくめなかった。

しかし,評価 :ま , もともと目標があって, その達成状況を正確に判断し,そ こで自己を調整し,

次の目標にたちむかうというものであらねばならないとい うことになると,今までの評価に対する

考え方は甘かったと言わねばならない。教師の側が評価というものを,授業の中で意識的に位置づ

けねばならないのである。

従来の授業の組み立ては,準備・中心 .確認の各過程で,課題提示 → 個人で考える → バズ→

全体討議 というパター ンであったが,そ こへ目標 → 評価の位置をはっきりさせ,次のように構

この授業の奉味を学習することによって解ける問題である。 したがって, この段

階では解けないのが普通であるが,未知の 問題であるが故 に生徒 |ま ファイトを燃や

す。そして考えてい るうちに,本時の目標がなんであ るかを積極的に把える。

生徒はプリテス トによって本時の目標がはっきりしてい るので,そ のためのキイ

を採 ろうとす る。また目標達成のためのステップとして,準備課題の存在価値 を認

めることができるので,積極的にとりくもうとする。

この過程の課題にと つくむことによって本時の議標が達成 され,そ れにともなっ

てプ リテス トの問題が解決 できるよ うになることを意識させる。当然の ことなが ら

従来のように個人思 考・バズ。全体討議が活発に行われる。

ここでふたたびプ リテス トと同じ (あ るいは類級の )問題が提出され る。つ まり

ポー 季 トテス トである。生徒は目標の達成状況 をきびしく自己評価 し,バ ズによっ

て確認・要約を行う。教師も,生徒の変容と授業の良番を無己評価する。従来のパ

タアンよりは明雁な評価ができることになる。

以上のょうな構成な らば,評価活動 をとりいれるにあたって,従来|の授業 と較べてもさほどのムリ

は生じないであろ う。また, プリ・ ポース トテス トによって目標 → とりくみ → 評価の流れが
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はっきりし,生徒が意欲的に活動するようになるであろう。

2,具体的展開

プ リ・ポーストテス トに適 した課題は毎時間の授業でできるとはか ざらない。10時間中 3時間 ぐ

らいはプリテス トを行な うことができないが, その ときは目標設定を念入 りに行い, あとで自己評

価 をするのだということを強 く予告する。

最初プリ cポ ース トそれぞれに別の用紙を計画していたが

ノー トの整理に役立つとぃ うことで,同 じ用紙に両方の解答

をさせるようにした。 これが予想外に評判がよく,生徒はノ

ー トをふ りかえることで ,自 己の一時間ごとの変容のようすを

知 ることができることになり,次の授業への意欲につながる

ことにもなった。

さらに, プ リ。ポース トの結果を右のような表にまとめ,

一時間ごとの自己評価を全体 的に眺めることができるよ うに

した。 この表を通して,生徒 は復習すべ き場所を概括的に把

握 し,家庭学習の目標設定に役立てるようになった。

プ リテス トは黒線 ポース トテス トは赤線でその結果を表

わ した。

3, 問 題 点

プリ.ポ ース トテス トによ る授業を実施 しはじめてか ら3週間たった頃に,次のような調査をし

た。 A学級は従来 どお りの授業を行った。ただし, 日標指示

学習にかんするアンケート

匿卜 あなたは,授業がはじまった
と き に 「 こ の授 業 では ど こ を勉

強 す れ ば よ い の か 」 を考 え て ぃ

ま す か 。

固 2 あ な た は ,自 分 か ら す す ん で

学 習 しよ ぅ と して い ます か 。

国陣 あなたは「今日の授業では
,

これ だ けのことは わ か った ん だ 」

と確 認 して い ます か 。

国際 あなたは,理解を確めあうこ
とに よ って 学 習 に 興 味 が わ く と

思 い ま す か 。

この結果で,間 1,間 3に おけるB学級の変化に注目したい。調査を実施したわたしたち自身が

この結果に驚 き,あ らためてプリ・ポース トテス トによる授業の意義を考えなおしているところで

ある。 しか し,授業時間 (45分 )が限 られてい るので, プリテス トの時間が多 くとれない。 プリポ

ース トによって中心過程がボケル危険性があることな ど:問題は山積している。
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% 学 習 曜 容 自 己 評 価

6/17 式 の 約 束 1/7
6/18 文字を使った式 守
6/19 式  の 値

課題  ○OoooOOoooooooo
OOOOOOOoooOOOoo

プリ         |ポ ース ト

と評価には従来よ り強調したつもりである。 B学 級はプリ・

ポー ス トテス トによる授業をした学級である。

A (40名 ) B (37名 )

実施前 実施後 変 化 実施前 実施後 変 化

間 1 112 +6 95 131 _「.36

間 2 115 134 +19 124 145 +21

間 3 123 +16 108 152 144

間 4 136 142 +6 149 169 +20

―



IV.理科での実践

1, 一般的な授業の流れと評価について

理科学習における一般的な学習過程について,本校では,つ ぎの 3つ の過程のサイクルとして

とらえている。

① 準備過程∵一一 自然の事物・現象の中に疑間や問題を主体的にとらえ,自 ら探究していこ

1     うと意識する。 (問題の意識化 )

の  中心過程 ―一一― 問題を解決してい くための方法をくふうし,計画・準備をし,必要 な資料

や情報 を収集し,処理する。 (問題の解決 )

③  確認過程 一一― 新しくみつけ出したことが らを一般化 するとと もに, 自己評価 し,わかっ

たことわか らないことを明確にする。 (学習の まとめ )

評価の基本的な考え方としては,上記の各過程で生徒がどのように活動 し, どんな変イヒがあら

われているかを知 り,そ の結果を授業展開に生かすよ うな評価をすることが大切であると考えて

い るι理科学習における学習過程 とその評価の観点の基本型は,つ ぎのとお りである。

過  程 理科の基本的学習過程
価評己

ト

自

一

一
ポ

〇

レ

手
ト

挙

一

ｅ

一②
察観

価
の
評

師
互

教
相

一　

一

〇
〇

の
点

価評
観

準  備

中  心

確  認

0学習課題表

(プ リテスト)

決のための

収集・処理

予想 。計画

実験・処理

考察

学習のまとめ

学習課題表

またはポー

ス トテスト)

解
　
の

睡
螂
――
――
――
＝
＝
）

(次時^、 )

① 授業をうける準備ができているか。 ③・〇

(忘れ物はないか。チャイムで開始で きたか )

② 学習課題表 (ま たは,プ リテス ト)に よつて, 問題の

意識化がなされたか。 0.O

③ 予想(仮説)を立てることができたか。③o②

④  問題解決のための実険 観察の方法や手順は,理解で

きているか。 ②・0
1協力して問題解決にあたることができたか。o.o
結果を一般化 (モ デル化 .グ ラフ化)で きたか。Oo②

相互に意見を出し合い比較・検討し, ともに高め合う

ことができたか。 ③ o①

学習課題表 (ま たはポーストテスト)に よって,わ か

ったこと, わからないことの区Sljが はっきりしたか。

1簡単な問題でもおろそかにせ現 相手が納得するまで

説明できたか。 0。 ①
l実験のあとかたずけを他人におしつけず,係分担は責

任をもってあたることができたか。 ③ ◆o

⑤

⑤

⑦

③

③

⑩
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2,評価の具体例

(1)学習課題表による実践

理科学習においては,右のような単元ごと

の学習課題表をつ くっている。 このねらいの

ひとつは,そ の単元の目標や学習内容を事前

に知 らせ,学習意欲を高めるとともに,学習

の方向性や日標の明確イヒをはかることであり,

もうひとつは,本時の学習内容を事前に知 る

ことにより,実験・観察や学習資料等の準備

を生徒が自主的におこな うようになることを

ねらっている。

また, この課題表の右端に評価の欄をつ く

り,本 時 (単元 )の学習の理解度を自己評価

させ るように配慮 してい る。

螺)プ リ(ポ ース ト)テ ス トによる実践

本時 (単 元 )を 学習するにあたって,ま ず,

プ リテス トを行 っている。 この内容は,基本

的事項の確認,本時 (単元 )の学習内容に対

する予想,生徒の先行経験的なものとし, こ

れにより問題の意識化をはかるとともに,そ

の結果を授業展開に生かすことを狙 っている。

また,ポース トテス トでは,学習事項の確

認,進歩状況などを評価 させ,次時への手が

かりとする。

学習課題表とプリ(ポースト)テ ストをとり入れた授業実践をおこなった結果, F・ 授業が楽

しい。 0学習内容がよくわかる。 ・テストをするのでわからないことがはっきりする。 ・授業の

準備ができる。』など, 従来の授業に比較して,学習に積極的にとりくむようになり,相互活動

も活発になってきた。しかし, この反面, F・ 授業が延長する。 0ムダ話が多くなる。』などの

問題も出ており, こうしたことについての指導の配慮が必要である。

わたしたちの研究実践は,は じめたばかりであり,い ろいろな問題を残している。しかし, こ

のような授業展開で理科の教師が全員でとりくんできたことは意義があると思 う。

3, 問題点

oプ リテストの結果を授業展開にどのように生かすか。

o学習過程の基本型は, どのような単元に有効か。

o即時評価をどのように記録し蓄積していくか。
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理 科 学 習 課 題 表

単元 物体の運動           3年  組 番氏名〔

植物はどのように栄養分を得てもヽるか。

足植物の成長の もとになるもの≫

1.ヒ メジョオンがあるところには,オ オバコが育たないのは,

(1)ヒ メジョオンが養分をとってしまうか ら。

② 葉に日光があたらなくなるか ら。

③  ヒメジョオンが毒性の物質を出すから。

2.オ オバーコがあるところには, ヒメジョオンが育たないのは,

(1)オ オバコが養分をとってしまうか ら。

C 踏みつけられると,茎がおれてしまうから。

③.オ オバコが毒性の物質を出すから。

3.植物は,栄養分をどのように得ているか。

(1)根 から,水を吸収して育つ。

② 葉で光合成をして養分をつ くって育つ。

(D 葉の気孔か ら,空気中の養分を吸収 して育つ。

4.光合成の原料 となるものは,つ ぎの どの物質か。

(1)水   (2)日 光 ― (3)葉緑素  (→  二酸化炭素  (0
(6)でんぶん

5。 「植物は,水を吸収して成長する」 と考えたのは,

(1)ア リス トテレス  (2)現 代の科学者  (3)ヘルモント

縫)鈴木梅太郎

酸素

時 課 題 準 備

いろいろな運動のようすを分類しよう。

０‐２３］。運動のようすを記録する方法を考

え腕の運動を記録 しなさい。
…

LL_u

。時間と距離 と速さの間にはどんな

関係があるか。
… -

0記録タイマーの精度を測定しなさ

・ 振 り子の周期・振 lla~。 長 さの間に

はどんな関係があるか。
…



Ve音楽科での実践

1,二般的な授業の流れの中で

(1)基 本的な考え万

音楽科においては,「実際に出される音によって,い ろいろな評価活動をしていこう」とい

うのが,本校の音楽部会で取 り上 げられた,評価についての基本的な考え方である。音楽の授

業では,生徒が理解 したか しなかったか, とい うようなことよ りも,生徒がどのような演湊

をしているかとか, どのような表現 をしているか, とい うことの方が,よ り大切なのではない

だろうかと考 えたのである。

8)教 科としての試み・計画

上の基本的な考えを実行に移すために,次のよ うなことを話 しあった。

o授業の中に,だ 人` 数で発表させ る機会を多 くつ くる。

oお互いに演湊を批評 しあ うことによって,自 分 自身, また自分の属する班の向上をはかる。

そして,具体的に次のようなことを試みてみることにした。

ア.ア ル トリコーダーの練習

学年に応じたアル トリコー ダーの練習曲を与え,そ れを班 ごとに練習させて,班内で相互

評価させる。

イ.歌唱練習

階名唱や歌詞唱は,で きるだけ班 ごとに練習させ,い くつかの班に発表 させ る。他の生徒

は, それを聞いて批評する。

ウ.音楽の理論など,理解を要することが らの評価

授業の終 りに確認のための小テス トを行ない,生徒が理解しているかどうかを教師が評価

する。

2,具体的展開

(1)ア ル トリコー ダーの練習

授業のはじめ10分 間は,二 重奏を主に したアル トリコーダーの練習をさせる。二重奏を通 し

て音楽の楽しさを味わわせ, あわせてアル トリコーダーの演奏技術 も向上 させたい, というの

がね らいである。生徒が意欲を持って とりくめるように,各班に一枚ずつ進度表を持たせ,班

員全員が演奏できるようになってか ら次の曲に進む, という方法で,お互いに協力しあい, ま

た刺激しあいなが ら一曲一曲をマスター していけるようにした。また,教師は,曲の進み ぐあ

いよ りも,班内でいかに協力 して教えたり,学 んだりしているか,人間関係は うまくいってい

るか,と いうことを常に考えて指導をすることに した。

p)歌 唱練習

知 らない曲で も, 階名を読みなが らメロデ ィーをつけて歌えるようにしたい, とい う目的で,
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階名唱 0歌 詞唱はできるだけ生徒の力だけで歌わせ ることに した。新しい曲を授業でとりあιプ

る時は, まず班 ごとに練習をさせ る。そして)で きるだけ多 くの班に発表 をさせ,他の壼は次

秒ことについて評価をさせる。

l, 全員が声を出しているか。

2,グ ループでまとまった声になってい るか。

3,音程や リズムが変だなと思 ったところはなかったか。ぁったとすればどこ (何小節爾 )

か 。

また,各班の練習時の態度などは,主 として教師が評価する。

t3)音楽理論など理解を要することが らの評価

他の教科で実施 されてい るポース トテス トと同じような考え方で,小テス トを行な う。今 雷

の授業で, 自分はこうい うことが理解できたとぃうことを確認させ るために,個人評価をさせ

る。      `

3,評価活動の例

(1)ア ル トリコー ダー進度表

アル トリ コー ダー 進 度 表 1年  3組  6班

竹之内 康 恵 9/16 9/16 9/17 9/17 9/23 9/30 10/1

古 田 治 美 9/16 9/16 ヅ 17 9/17 9/23 %0 10/1

吉 沢 敬 子 9/16 9/16 9/17 9/17 9/23 9/30 10/1 10/1

小 林   司 9/16 9/16 9/17 9/23 9輝 3 9/30 10/1

富 田   淳 9/16 9/16 9/16 9/17 9/23 9/30 10/1

林   英 己 9/16 9/16 e/L? 9/17 9/23 9/30 10/1 10/1

4, 問題点

0生徒同志が審査をやると能率は良いが,基準があまくなりやすい。

oど うしてもアル トリコーダニが吹けない生徒がでてくるが,そ ういう生徒にどう指導していく

か 。

o一年生は,班活動に興味を持って積極的に活動するが, 高学年になるにつれて班活動が不活発

になる。

oだ テヽス トの処理をどうするか。
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VI. 美術科で鰊実践

1.一般的な流れの中で

美術科の学習は継続の学習である。一時間一時間の学習の流れを大切にし,計 画性ある市l昨 をし

ているかどうかが作品の良 し悪 しに影響して くる。そのために もよほど厳しい学習のねらいをたて

ないと制作意欲 (学 習意欲 )の継続にな らない。評価活動で大切なことは,一時間一時間の指導の

ね らいをはっきりさせ,造形要素 (学 習内容 )を 生徒がどこでどのように学習したかをつかませる

ことである。それと生徒が,造形要素を自ら|ま 握 し目標 をたてて制作 しなが ら自己評価をしつつ,

次時への学習計画を密にたてることが目的である。生徒が目標に向けどう学んでいるか 作品制作

の過程が効果的であるかを生徒 自身,班相互,教師の三方向か らチェックすることである。ひいて

はこのことが,生徒 ひとりひとりの指導のね らいをはっきりさせることにつなが り,個性豊かな表

現力のある作品 を制作する道 を開 き,学習の流れを定着 させる結果 となるであろう。

美術科の授業の流れを図式化してみると下記のようになる。

問題の追求

導入にかかわる造形要素

e知識 0調査・ 鑑賞

準備・練習にかかわる造形要素

問題点発見・ 要点整理・ 技法向上

単

・ 学習目標 。経験

・ 学習の意識イヒ

元          制作にかかわる造形要素

実践・ 問題解決

生活化・発展にかかわる造形要素

・ 生活化整理 と確認 0鑑賞・ 発展

2。 具体的展開

授業 が tll作 中心 の学習であるため,課題に対しての本時の目標指示 と重要事項の確認が特に大

切 で ある。 授業の流れは,そ れぞれの課題にせまるように個人思考から相互思考とし,次に tll作

段階では,個別指導 (即 時評価 )=相 互評価,そ してまとめでは次時への制作計画のめ どをたて

させ る方法をとっている。以下授業の展開例の概要を示 してみる。

授業展開例 「視覚的デザイン」

o文字 配色,構成の検討

・ 意図すること,創意 くふう

することは何か考える。

0相 互に作品の良 さを発表する

・ 制作計画を明確にする。

〇
―
―
―
―
―
―
―
―
↓

・ 相互思考

・ 教師のまとめ

○前時の重要事項の確認

o文 字,配色,構成が主題にあってい

るか。

○思考が深化されたか。

○制作計画が明確になった力ゝ
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○

　

　

　

　

　

　

○

0個人思考

・ 個別指導

確認課題

。個人思考

(自 己評価表 )

・ 相互評価

・ 教師のまとめ

○市J作計画に従 って彩色

0配色計画に基づいて制作する。

・ アイデアを生かす適切な技法

を知る。

○制作中におちいりやすい問題

・ 観点別に気づいたことを記入

する。

・ 今後留意することを確認する。

・ 次時の制作計画のめどをたて

る。

○技法を生かした配色ができたか。

○よい着想ができたか。

o造形要素が理解でき,意欲的に

制作できたか。

o応用,発展的課題に着眼で きた

か 。

3.評価活動の例

計画性のある学習をし, どう意欲的に妥協しないで制作しているかによって学習効果が変化して

くるものである。いかに作品に取 り組むか

―

とりわけ態度的なねらいが大切になつてくる。

そこで学習のめあてに従らてどぅ作品が変化 したか (自 己変容 )を評価し,次時への発展をはから

ねばならない。ここに自己調整の意味で以下に示す学習表の記録による実践を行った。

美 術 科 学 習 表

単 元  「視覚的デザイン」

注 (自 己評価は○ 相互評価は◎ 教師の評価◎

美術科学習表を使いはじめてからの生徒は,互いに批評し合 う鑑賞力も身につき, 自ら課題を見

つけだし意欲的に取 り組むようになり,作品にも変化が現われてきた。それと表現力 も豊かになり

つつあるので課題にせまる発展性ある評価活動が定着するまで積み重ねて行きたい。

4.問題点

o美術科におけるプリ・ポーストテス トの効果的な取 り扱い方について問題が残っている。

o学習表による評価段階において, D,Eの生徒を,反省のもとにいかに次時からの活動が深ま

ってくるかを見てやることが必要であり,そ して観点別に指導することは大切であるが,必要

にして十分な手だてをつかむことが今後の問題として残されている。
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時  間 造 形 要 素 反 省
評 価

A B C D E

s /rz

配

色

に
　
つ
　
い
　
て

①明度差を考える 明 度 差 の つ け れ な い 所 が 困 難
だ 。

◎ ○

②主題となる図柄が目だつ

ように

0図柄はよく目だつが文字が目

だちにくくなった。

◎ ○

③混色tこ よる工夫した色彩・灰色を混ぜたらよい色ができた ○

④ ムラのないようなぬ り方 ・自を渡鷲ソこらムラジ≫なくなった ○



ViL体育科での実践

1, 授業の流れ惨なかで

学習指導過程 をどのように取 らえてい くかは,大 だヽ さまざまな取 らえ方があるが,学習場面の構

造か ら考 えれば次の二つの過程が設定される。準備 e中心 .確認の二つの過程である。これ らの学

習場 面にはそれぞれの目的・性賀を持った課題が組まれている。体育科 は二つの過程を次のような

段階 として取 うえ,そ の段階に適 した課題はこうあるべ きだと考えた。

<準備過程>→ とらえる, もつ段階とし,本時のねらい。中心課題のイメージ化を含んだ課題を

設定している。基礎的な技能を獲得しやすいようフィードバックしやすい課題もある。

<幸 瑾遮種>→ はた0き かける段階と考え,本時学習内容の中心技能を実践,再実動 )ら 学びと

参せる内容をもった課題を設定されねばならない。教師側は,課題を取りくみやすくくだき,練

習によって何を身につけるかを明らかにし,と くに,思考と実践のずれを技能面と体力面から追求

していくよう示唆してやらねばならない。この過程における課題は,取 りくみにより技能が定着化

することねらったものでなければならない。

<確認過程>→ たしかめ身につける段階とし,確認,発展的な課題を提示しなければならない。

中心技能 を身につ tす た力で,そ の発展として何をなすべ きかに取 りくませるようにし,未定着 の

ものに越 して, フィー ドバックの機会となるよ うに配慮 し,確認;転移,応用,発 展的課題に目

を向けさすようにしてい く必要 がある。

2。 具体的展開

課題が設定されれば,必ず,評価がなされねばならない とい う学習の原則 を考えたとき,体育科

では, 評価について次のようにおさえてみた。

目標 (課題 )が どの程度達成されたかを即時的に明確に評価 (自 己 。相互評価 )さ せねばな らな

い。 ここで得た知識や技能が次の学習への大きな原動力とな り, さらに笙徒が次の課題の取 りくみ

に対 して積極的l~4な ると考えられる。 また,教師は自己の指導目標の達成状況を知 り,課題の構成

やそれへの取 りくませ方 を評価し,生徒のニー ドに答えべく次の授業の指針を知ることもできる。

実際の評al‐ 活動では次の二点に留意 しなが ら実践に移 った。

(1)評価の目的を学習指導の過程でのフィー ドバックをね らいとする。

螺)授業の効率化上,評価活動を学習過程に位置づけが必要である。

この位置づけをするためには,授業をシステム化しなければならないと考え,次のよ うなシ

ステムを組んだ。すなわち, 日標があ り,そ の中か ら生徒の実態にあった日標を選ぶと必然的

に内容が規定 されるので,教師はそれについて指導計画,指導活動をたえず修正 してそれに応

じて生徒がよ り高度に学習を積み上げていくよ うになる, とい うようにである。
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3.評価活動の例

(学 習の流れ )

修   ま

→ と
正    め

この学習の流れで,生徒ξま技能獲得のための知識や方法をつかみ学習活動を展開してい くゎけで

あるが,生徒の学習を援助す るため, また,フ ィー ドバックの機会を設け,・
‐
2能獲得,定着,発展

のために技能評価表を与えている。 もちろん,教師自身の力量を高めるために も。

技能評価表は,球技にしば り, 楽しくゲームができるようにね らっている。 また,構 々の体力を

知るパロメーター として毎授業の初めの部分に長距離走を実施 し,記録をさせ,意欲的に取 りくま

せている。その他,数年前つ くった鉄棒運動のプログラムを実践 させ,よ り効果的に取 りくませ併

せて,プログラムの修正 を試みている。

バ ス ケ ッ トボ ー ル 技 能 評 価 表

スキル
段

階
評 価    項    目

   胃

至J達 段 階

川
合

山

田

横

井

石

黒

松

原

加

藤

お
ぎ
の

キャッチ

l よくキャッチミスをする。 ○ ○ 〇

一
〇

〇
一
△

○ ○ ○

ミスはしないが,次の動作がおそし ○ ○ △ △ △

キャッチして,す ぐパスできる ○ ○ △ △ △ △ △

3mはなれた相手にポールがとどかない ○ ○ 〇

一
〇

○ ○ ○ ○

正しい位置に投げられる。 ○ ○ ○ △
一
△

〇

一
△

○

はやく,正確にパスできる。 △ ○ △ △ △

4。 今後の課題

課題を意欲的に取 りくませる,理解の促進 技能の定着化とい う所期の目標は微力 なが ら少しず

つ取 らえることができるようになつたが,パ ズ活動の効果的な位置づけ,教材の構造化,精選化

個別指導の適正化,評価後の処理 とぃった点で問題点は多多残 されているわけである。また技能面

での即時評価面はある程度出来るが,健康・安全 社会的態度の評価がで きていないといった点で

今後,おおいに考 えねばな らないが,生徒の意欲的な取 りくみをよ りどころとして, さらに,望 ま

しい評価のあ り方について研究していきたい。
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補

足
↓

課
　
題

↓

指

導

相

互

活

動

集

団

思

考

↓

個

人

思

考

顔の正面でボールをキャッチできる。

相手に正確にパスできる。

コー トの中衛からネットを越す。

コー トの後衛からネットを越す。

ボールを受ける位置が定まらない。

だいたい正 しい位置で受けられる。

ボールの方向が定まらない

相手に正確なパスができる。

至J達 段 階

スキル
段

階 評 価 項 目
な
ま
え

青

木

今

村

水

谷

丹

羽

梶

田

杉

田 備 考

上手パス

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

下手パス

○ × × ○ ○

〇 ○ ○

○

○



割||.技術 0家に科辟実践

1。 一 般 的 な授 業の流 れ の 申 で

技術・家庭科の学習では,大 EIJし て「実践」・「知識」 。「思考Jの三つの活動が考えられ

る。そして,こ れら二つの活動は,それぞれが異なった場所や時間でばらばらに行なわれるも

のでなく, とりあげる領域や題材によって,そ の軽重はあっても相互に有機的にかかわりをも

つていなければならない。

すなわら「作るという活動から,知 る活動を可能にする思考」であり,「知る活動から作る

活動を可能にする思考」を意味しているのである。一例 をあげると,本時の目標が,「 ピスト

ンの材料を知る」であるとすれば,そ の目標にせまるためのステップである分割目標の「 ピス

トンの材料の条件を調べる」や「 ピストン内部が中空である理由や,ア ルミニュウム合金を用

いる理由を調べる」などは「 ピストンを分解し観察する」から中心目標である「 アルミニュウ

ム合金を用いる理由を知る」に到達するための不可欠な思考活動なのである。

ところで一方,こ の一連の活動の流れが,基本的には準備―中心一確認という授業展開その

ものでもあれば,「観察し,分解する」については,「分解方法,工具の使用法,観察の観点

などについてはよいのかゴ,「調べる」については,「調べかた,調べることのねらい,比較

検討の資料は生かされているのか」,「知る」については,「 どんなことが理解でき,何が自

分のものになったのか」など各過程における分割目標への「確かめ」を重視せねばならない。

そうでなければ,区分ごとの達成状況を正確に半J断 し,そ こで自己調整することによって次

への目標にたちむかうことはできないからである。

これまでも,バ ズ活動そのものをとおして,生徒たちは,意識しようとしまいと結果的には

相互評価をしているし,教師も課題提示の場面や学習目標のおさえで,「わかったか」という

評価をしてきたが,そ れらが授業の展開をみとおしたうえでの計画的で意図的な位置づけであ

ったとはいえない。ここで,い ままでの反省にたら,プ リ・ポーストテストをとりいれた学習

活動の組み立てを考えた。

授業が,実践を中心 とした ものか,知識・理解を中心 とし

た ものかによってね らいや方法は異なってくるが,試みの例

として次の二つをあげてみた。

・ 既有の知識や理解の程度を■lJ定す るだけでなく生活経験の

有無を知 り授業の展開に生かした り,本時の目標達成のため

の動機づけができるもの。

・ 生活経験や既習した事項が土台 となって,そ れとのかかわ

りのなかか ら目標到達のための手がか りがつかめた り,で き

な くて も,学習への興味,意欲づけがなされ,日標への焦点

イヒが期待で きるもの。 したがって,日 標にせまる問題 と,そ

れを解 くについての基礎的知識である既習事項の問題 を意図
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回 本時の目標 :目的にあった本材の選び方に気づ く。

杉材の中心に近いほぅと樹皮に近いほうとを比較 して次

の表の正 しいほうに○をつけなさい。

― ―

黒 褐 赤 黄 自

J

5。 強 さ 強

回本時の目標 :2サィクル機
関 の し く み を 知 る 。

①  4サイクル機関の4サイクル

という言葉にはどんな意味があ

りましたか。

②  2サイクル機関 とは,どんな

機 関 だ と思 い ます か 。

プ

　

リ

　

テ

　

ス
　

ト



的に並列に出題し①②の関連がわかるようにする。      |

本時の目標がプリテストで焦点化されているから学習内容の中心に追るための基礎的事項 ,

必要事項のおさえがなされる。分解・観察等の実践か ら,気づく,調べ るという低次元での思

考活動があり, ここから問題点の整理,把握につながる。

この過程の課題にとりくむことによって本時の目標達成がなされることを意図的に導き,つ

くる,測 るなどの実践や,準備過程での基礎的思考とがからみ知識と技能が一体化される。そし

て,当然ここでは,課題と思考のずれや思考結果との対比などで活発な相互評価ができる。

中心課題を解決した力でもって,そ の発展として「何ができるか」に取 り組んだり,学習した

ことの中味の整理や計画と実際とのくいちがいについての反省から,次 時への発展をねらう。

学習内容によってポース トテス トの位置づけや意味あいが多少かわることもある。たとえば,

製作など実践が主になる授業では,確認過程において,実習記録などに進度や出来ばえなどの

自己評価をする場合もあるし,プ リテストとのかかわりにおいて,②の問題を再度とりあげ,

できるだけくわしく論文形式で書かせることもある。書くという行為をとおして,本時の学習の中

味を論理的に整理し, Fわ かったところ」,「 あいまいなところ」, Fわ からないところ」を

明らかにし, きびしく自己評価させるとともに,そ の結果から生徒の変容を知 り,教師自身 も

援助活動の良否を自己評価することになる。

2。 具体 的展開 と評価活動 の例

教科のねらいに照らして適切な課題とそれに対する評価が客観的にできるように,学習活動の

なかにプリポーストテストをとりあげ;評価活動の計画的な位置づけを考えた。(二年木材加工より)

<縦の目標>袈罫管穆璽響を雪雪蘇雅菅
[ilら  it「:<注 :観・教師観察 補・教師補足説明 巡・援・机間巡視援助 自。自己評価 相。相I

表面けずりの工具 ③

接合方法

|]II正
三二II正三IIIII__|][li:::[[:11:‖

プ リポ ー ス トテ ス トか ら の各 時間 ご と の

目標 到 達 プ ロ フ イ ー ル

生 徒 の 変 容 (評価 表 よ り)

既 有知識を含め ■時間の到達 目標 のプロフ イー
ノИこよ って個人 の理解度を知 り,更に理解 を深
め よう と努力す るこ とができる。

3.Fn5題 点

プリ・ポーストテストを授業展開の中で有効にいかそうと思 うと綿密な教材研究に基づいたも

のでなければならないし,45分 の限られた時間内で毎時間行なうことの時間的しわよせや,自 己

評価と相互評価とのかみあわせによって,よ り客観的な評価に高めていかねばならないなどの間

題点がでてきている。
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援 業 の 流 れ 学 習 課 題

巨   ヨ

[ケ
3 

次
[へ

〔基勇魃魏轟れ。
|

1   製作に必要なヵ

竃憂:職
1 加工法か ら略構想優

Ili[]l:[]を整iilう
|

1加工法を知 り略構想

ポーストテストをせよ。   |

。学習意欲はたかまったか。観。自

0日標をつかむことができたか。観 .補

口工法を調べよ。  1

11]:言[::F[醤

発表。相
1観

10発 表。補

]を 検討 し修正せよ。
1

1≪
U賀

巨
"相

|:]「[][畿毀讐



IX.英議科での実践

1.1ま じめに

ここでは,英語教育全体についての評価を述べるのでな く,言語学習そのものl・4つ いての評価に

ついて考えてみることにする。現在,「英語学習」において評価な考えるとき,「試瓢  「テス ト」

による評価が多 く実施されている。それはあくまで も教師側の評価で,生徒個 々に対する指導の手

立てとしては行なわれていないのが実情ではないだろ うか。英語学習の日綴は一般に 4技能 を達成

することにある。英語学習の評価の領域 !ま ,菫earing,Speよ hg,聰 墨 il唱 ,́Writi電 であ

る。 (音 声の評価・00・・ H eari疑ョ, Speaki誕 , 文字の評価 ……・ Reaこ ng, Writing)

これ ら4技能の要素を事後 テス トとして だけでなく, 1時間の授業の中で即時的に評価すること

を考えてある必要がある。授業の中でこの 4技能 を評価すると:ま,復習→導入 →展 開→確認の中で

考えることである。 4技能の学習の うち高次元であるWrれ i明 の評価を取 りあげたOξよ視覚釣に言

語の習得をすることによつてより定着度が深まると思われ るか らである。ここでは殊に,Key

S entence(重要文型・表現 )を いかに習得 させ, どのよ うに評価するかを考えてみた。これによ

って,授業のポイントになる文型だけで も正確に理解で き, さらに「英語を書 く」ことが向上する

であろ うと思われる。

2.具体的展開例

(1)1年英語科評価の実践例

下の図は 1年生の 1時間の評価を図示 したものである。
予  習

プリントを参考にし
て約 目標を把握
する。

課  題

Writing

(本文の書つ

プロフィル作成
確 認 。訂 正

自由英作文 (自 己表現力)

ア.導入段階では文型練習を目頭で十分に行な う必要がある。

イ。展開段階では理解度 を評価するもので,そ れほど高度な ものを要求 しない。

ウ.確認段 階では既習の単語を用いた文型を表現できたかを評価する。 自由英作文は,文型を

使って自分の表現 したいことを自由に書かせる。 (教師後 日添削指導 )

工.復 習段階では新出単語を用いた文型 応用文型が表現出来 るか を評価する。 (確 認・訂正

を確実にする。 自己評価表を作成する )

(2)2年英語科評価の実践例

2年生では,Writingの 評価を,復習→導入 →展開 →確認の中で も殊に, “導入 "“ 確認 "

の段階で, Key Sentenceを 書けるように また文型が十分理解できたかどうか評価する

必要がある。それを意図的に しか も即時的に評価する方法を実施 している。即 ち,即 時評価表

のもとに,即時評価の位置を次のよ うに試みてい る。
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導  入     展 開       確  認
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ア。復習→導入 → 即時評価 →展開→確 認

イ.復習→導入→展開 →確認→ 即時評価

その他に も評価方法 として,復習の段階での小テス ト(Key Sentenceと Wordsの 書 き取

り)→ 自己評価 表による評価のもとに指導の手がか りを把握するように努めている。

(3)3年英語科評価の実践例

3年生では,英語の既習の文型や語彙が豊富になって きているか ら,確認の段階で,K ey

Sentenc働 殊ゞに自己表現出来 るように指導 してい る。従 って,各 Pa■ での確認テス トを行

ない,出来あがった文を班の中でお互い発表し,相互評価をする。そして身のまわ りの ことを

自己表現で きるように努めてい る。 さらに, 自己評価表を作成 させている。

3.評価活動の例

(1)即時評価麦 自己評価表

Ke7‐ Sentences
意

味

文

型 課   題 解   答
W Ｇ

Ａ

1 I a,m going to Ptuy

the piano tomorrow.

Are you going to ptay

the piano tomororr?

Yes, I am. I.[o, Im

私は今夜テ

レビを見 るつ

もりである。

あなたは今

日の午後,野

K"y Sentences.
109876543210

IJ 10(1) 塾 w mar・y pencils dO you ttve?

lttve tl鴨 (p撻 ib)。

I have a cap a,nd a hat.

プ リ・ ポース トテス ト

ENOLISH TEST― PRE ENGLISE TEST― POST

lm. I 
lr,*"

中 INam

1. It is very d-ifficult.

2. It is a very pretty dotl

1. It is very difficult.
2. It is a very pretty dol1.

4.問題点

自己評価をすることによって,学 習を自分の ものとしてある程度把握するよ うになってきている。

また, 自分がどこでつまづいているのかを明確に知ることができるよ うにもなってきている。 さら

に授業での「課題」をはっきりと,と らえることができるよ うになって きて もいる。 しか し,ま だ

まだ次のよ うな問題点が残されてい る。

ア,他 の 3領域に比 して書 く能力の差が著 しい。              :
イ,書 くことに時間がかか りすぎる。

ウ,評価後の指導に十分な時間が見出せない。

工,プ リ・ポス トテス トが,すべての授業に適用で きるとは限 らない。

7.105-



X。 特殊学級での実践

1.指導方針

③障害に轟づ く心身の未発達や欠陥 。能力の遅滞を補ったり蒐服 した り,心身の調和的発達を図

る。

騨正 しい生活態度 。習援を身につ tす)社会生活に必要 な基本的な知識 0技能 を養 う。

e集国生活の中で個削指導 。班指導 (バ ズ活動 )を とお して個 々の能力を伸ぱす。

饉爾常生活に必要な国語・数量 など処理する能力を養 う。

。作業学習をとおして, 職業生活に必要な技能・態度を養 う。

2.生徒の実態

名 前 学 年 性 別 I,Q

H。
「

男 かるい先天性小児麻痺で,手足がやや不自由 .性格は明かるく,学級冬で一番理解度が高い

ToA 女 2年生の時,怠学欠席が多かった。無 Elで あるが,歌 は好んで歌 う。

K,S 女 情緒障害, 自分勝手な行動をとる時もあった。

EoN 女 やや言語障害であるが,何事 も積極的にや り,学級の リーダーである。

KoT 女 豊年の時,登 校姫否,ti i親 無関心で,自 己中心的であったが,学級の仲間づくりか ら欠席 も少なくなってきた。

KoA 男 落ら着 きがない。授業中で も無駄目が多い。人なつっこい面 もある。

T,互 男 言語障害で国かずが少ないが, 1年生の中では一番理解度がよし

YoY 男 おとなしい性格。何亭 も遅い。社会科が得意。

S.K 女 世話好きであるが,や やルーズな面がある。

3.特殊学級の評価についての考え落

特殊学級は,養護学校の指導要領を参考にして,教育課程を編成 し, それによって指導をすすめ

ている。

評価 を学業義 jかに考えると, もともとよい学業成績を上げることの不可能な結薄児は,浮かび上

がってしまい、羊習意欲を低下させ》はてはな格さえも歪めてしまうこ―とになる6-人一人の能力

差が大をある個 々の学習庵容の異な る彼 らに,序列をつιすたとして も, それは無意味なことではな

かろ うか。

では,制 を評価 するのか。それ |ま,彼 らに最 も欠け,かつ,最 も必要な社会笙溝への適応能力だ

とか,将来の生活に直接役立つ必要最少限のこととか,彼 らにとってf申 びる可能性のある面などを

考慮して日様を決め, その目標が どの程度達成できたかを評価 しなければな らない。学習時におけ

る即時評価において も, その時間,次の時間と,学ぶ楽しさや発見する喜びがでるような評価をし

てやるよう:こ ;心がけてや らなければいけない。

4.実践 (事例研究 )

(1)意志表示ができるようになったY君 (1年男 )

Y君 は,入学時よ り, 自閉症のためか,人間生活の基本である言葉や意志表示をどのような

型に もあらわさなかった。そ こで, このY君 の国か 嗜、一言で もよいか ら,言葉がでて学級内に
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とけこんでくれない ものかと考え,次のような指導をした。

「おはようございます。」な どの挨拶や,返事は,「 はい。」と, はっきり言えるよ うにを

学級の目標とし,友達・教師の結びつきを深 くするね らいで,毎日,教師の方か ら話しかける

ようにしていった。放課時など,で きるだけ手を握 って話しかけたり,短学活や班活動時にお

いて も,無理をしない程度に返答を強要し続けた。

クラスの生徒の温かい接触,根気のある個別指導などによって, 6月 頃,や っとY君 は意志

表示 や返事ができるようになつてきた。しかし, 日常生活をするうえでは, まだまだ充分なも

のではなかった。そこで,何 よりも自信をもたせることが大切だと考 え, Y君の得意 とする日

本地図を,みんなの見ているところで黒板に書かせた り,返事な どをした時には, みんなの前

で誉めてやることにした。

こんなことが くり返 されるうちに,10月 頃には, 自分から話しかけた り,イ ヤなことは「 イ

ヤ。」と,意志表示ができるようにな り,学習面や生活面に も, 自主的 .意欲的なところがみ

られるようにな つた。

2)計算がで きるようにな ったK子 (3年女 )

K子の入級は,49年 4月 か らであった。入級前の普通学級でのK子は,学業遅進のためか勉

強嫌いQ学 級内でも自分勝手な行動をとり,授業防害や舌L暴 をし反抗的で,いつ も教師か ら

数多くの指導をうけていた。 また,学級内の班員たちも,K子 を仲間に引 き入れようとしてぃ

ろいろと努力したが,登校拒否 をするようになった。

その後 K子は 2年生になつて特殊学級に入級。入級に対しては,本人・両親共に相当な抵

抗があったが,入級した以上,何 とか普通の生徒 と同じよ うに楽 しい学校生活が送れない もの

かと, K子の長所であるような所を見つけ,そ れを伸ばすように指導 した。

その一つとして,社会適応の一要素である数の処理能力 を身につけさせることか ら始めた。

具体的には次の 4点である。

0数 に対する抵抗が強かったので,生活単元の中で抵抗のない程度に興味をもたせた。

・ 朝の短学活でK子に合 うよ うな問題で ドリル学習を行った。

・ 日常生活を通して,具体例で数概念を身につけさせ るようにした。

・面接を多 くとり,K子 との心のつなが りをもたせ,班で親しく話し合えるように指導 した。

この結果,「 2+3」 の加法 も指 を折ってで もできなか ったが,加減乗除ができるようにな

ってきた。計算に自信が もてるよ うになってからのK子は,性格 も明かるくな り,安定感がで

てきた。時には,計算 ドリルを求めた り,今 まで嫌いだった数学の授業を楽しむよ うになつて

きた。 また,班 での話し合い も避けることな く,積極的に参加できるようになってきた6
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ま    工        :

FI_上小塾28行 日 れ ―――-7″ ′ゞ

P5 薬の遅躍計 確認薔の下

話 ヒ合う一時FBHの 評価―→話 し合ぅ■一時間の評価 :

P6 校金平面図2の 9第 8か肴会の会場ず 体育館 lt愛更 ,

1仰 5C)回 ――>中止

澪 7《 美語科>の 目次の下 こヽ特殊学継じ≫

15  主雲本 昇

Fろ  角f■ 目 学え―→ 題材

P¬  下から19行 日 評 L合 う一→ 説明 し合 う〕

P23 6」 行 日 第 1懇寺～ 第■時→ 第 1)文 ― 窮 +次

P3卜 33 15ノ 16イ]中 |し 課題のメ～Z―→教科夕1分看 会で説明 .

Fヰ専 1行 日 弟Z学年ID組 ―→第2学年 6組

7:IT甲程・
重Iマ雪IttI〒 11「

制′ ‐
,単

Fワ  |1行 日 4t準備 リボコ〕:ウ ムー)ijコポ多:ウ ム・    ″

F¬34行 日 (|)1同 竹13_→ ID OC御13          1

P18 1行 日 体育課 ―→体 育番

F IIIム場案内図 2の 9義 8分碁会の会場 ―→体育館 it友 羹

|の 3(Э 国 → 中止


